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午前９時００分開議

○議長（青砥日出夫君） ただいまの出席議員数は１４人です。地方自治法第１１３条の規定によ

る定足数に達しておりますので、本日の会議を開きます。

⋞ ⋞

日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（青砥日出夫君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、次の２人を指名いたします。

１２番、亀尾共三君、１３番、真壁容子君。

⋞ ⋞

日程第２ 議事日程の宣告

○議長（青砥日出夫君） 日程第２、議事日程の宣告を行います。

本日の議事日程は、お手元に配付の日程表のとおりであります。

⋞ ⋞

日程第３ 町政に対する一般質問
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○議長（青砥日出夫君） 日程第３、町政に対する一般質問を行います。

順序は通告の順とし、順次質問を許します。

初めに、７番、杉谷早苗君の質問を許します。

７番、杉谷早苗君。

○議員（７番 杉谷 早苗君） 改めまして、おはようございます。７番、杉谷早苗です。議長の

お許しをいただきましたので、通告に従って２項目について質問をいたします。

初めに、保育園の米飯持参についてお尋ねいたします。

この質問は、１月２３日の全員協議会において、少子化対策について新たな総合的支援策の提

案説明を受けました。結婚支援にまで踏み込んだ事業展開が示され、多岐にわたって今日の喫緊

の課題解決に御努力がうかがえ、とても結構なことと思っております。町長が毎月書いておられ

る「職員の皆様へ」というメッセージの中によりますと、昨年出生した赤ちゃんは６７人で、昭

和４８年のころの１５０人前後と比較して大幅に減少してきています。このままでは町の人口は

激減し、活力がなくなってまいりますとありました。きのうまでの平成２６年度予算説明の中で

も、年に８８人の出生を期待したいとの御発言がありました。そして、当面５年間は全力で少子

化対策に取り組みたいとの御決意で、具体的な多くの説明を受けました。私は、このような政策

について大いに賛成いたすものです。そして、それを踏まえた上でもう少し御配慮願いたいなと

いう点がございました。それは、現在、南部町の保育園においては３歳児以上の園児の昼食に際

し、米飯持参とのこととされております。そこで、具体的な質問なのですが、米飯持参となって

いるのはどのような要因なことなのかお伺いし、働いている保護者の朝の負担軽減のために、園

児が持参するのではなく、保育園が炊飯し、提供をしていただくことを求め、御見解をお伺いい

たします。

２番目でございます。自習室についてお伺いいたします。

ゼロ歳児保育希望の増加傾向が示しているように、共働きの家庭が多く見受けられます。この

ような現状の下敷きがあるところに、住民の方から、勉強のための居場所づくりについて提案を

受けました。これは、南部町の子供たちには自信を持って強い意思の働く子供に育ってもらいた

いとの願いを託しての提案であり、放課後の過ごし方に注視したものです。具体的には、保護者

が帰宅するまでの時間を宿題、予習、復習に当てるための居場所づくりです。この提案は、保護

者の帰宅前に家庭学習を終えることにより、保護者帰宅後には家族との触れ合いのための時間に

しっかり当てることができる。そして、何よりも児童の自発的な学習習慣をいざなうことができ

るのではとの考えです。しかし、学校図書室、公立図書館の利用での考え方もあります。このこ
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とを踏まえても、あえてこの取り組みをすることによる波及効果について考えますと、児童はも

とより保護者にもよい結果が生まれるのではないかとの考えに至ります。そして、一方では子ど

も⋞子育て支援法制定により、放課後児童クラブ、いわゆる学童保育も事業対象の範囲が６年生

まで拡大されます。この対応については、当町ではスポーツクラブなどの推奨への考えと見受け

られます。これらの考え方にも私は異論を挟むものではございません。子供たちの育ちには不可

欠の大事な要素と考えております。しかしながら、それぞれいろいろな子供たちがおりますので、

このような自習室の取り組みを試みてもよいのではないかと思います。

以上、２項目にわたり質問をいたしました。これで、壇上での質問を終わります。

○議長（青砥日出夫君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） おはようございます。杉谷議員さんの御質問にお答えをしてまいります。

最初に、米飯持参となっているのはどのような要因のことかということでございます。

保育園は、国の定める算定基準に基づいて算定される交付金と県や町の費用で運営されており

まして、その一部を保育料で負担していただいております。交付金の算定基礎となる児童福祉法

による保育所運営費国庫負担金算定基準というのがございまして、この基準では、事業費の中の

一般生活費として、入所児童の給食に要する材料費とは、３歳未満児については主食及び副食給

食費、３歳以上児については副食給食費とすると定めております。３歳未満児には主食も含めた

完全給食を、３歳以上児には副食給食のみを提供しているところでございます。

次に、保育園での炊飯提供を求めるということでございますけれども、現在、献立を工夫しな

がら、誕生会や七夕、ひな祭りなど、月１回程度の行事の日は家庭より米を持参していただき、

全園児へ御飯も提供しておりますが、設置年度の古い町内保育園の調理室は３歳以上児への米飯

提供はしない前提での設備になっております。調理室の設備、電気容量の不足など考えられます

ので、現状では炊飯提供は難しい状況となっております。さらに、保育園では、３歳以上児にな

ると毎朝家族にお弁当をつくってもらい、それをかばんに入れて通うという喜びも味わってほし

いと考えております。弁当は冷たい御飯になりますが、温かい副食とともに交互に食べるなど、

おいしい食べ方の指導や工夫をしておりますし、日常と行事の変化により、生活を彩る工夫にも

なると考えております。また、家庭では毎日の弁当の御飯の量や食事の状況、保育園での出来事

などを話し合うきっかけになったり、保育園のほうからも子供の体調や健康管理などの保護者支

援を行うことができると感じておりますので、３歳以上児には副食給食の提供のみとしていきた

いと考えております。以上でございます。

自習室につきましては、これは教育長のほうから答弁をいたします。
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○議長（青砥日出夫君） 教育長、永江多輝夫君。

○教育長（永江多輝夫君） 杉谷議員さんの、余裕のある公的施設を活用して自習室をつくってみ

てはどうかという御提案にお答えをしてまいります。

まずは、現状でございますが、私どもがおります天萬庁舎では、放課後、１階の交流スペース

や３階ロビーを活用して小学生や中学生が仲よく勉強している姿を目にいたしております。ほほ

笑ましい光景だと思っております。中には、スポーツ少年団活動が始まるまでの時間を上手に活

用している子供たちもいるように聞いております。また、法勝寺図書館の２階や宮前児童館の図

書室、総合福祉センターしあわせの共有スペースでも、日常的に宿題等の自習に取り組む子供た

ちがおります。こうした現状を踏まえた上で、御提案について、小学生、中学生別々に少し考え

てみたいと思います。

まず、中学生につきましては、下校時刻までは学校の図書館、その後は天萬図書館の個人利用

スペースや先ほど申し上げました法勝寺図書館の２階等が自習に活用できる環境にございますの

で、部活動の終了時刻等を勘案をしてみますと、現状でもそれなりの居場所があるのではないか

と考えております。

次に、小学生でありますが、中学生と同様、下校時刻までは学校の図書館が対応できますし、

望ましいとも考えております。その後は、まずはそういった機能をあわせ持っております法勝寺

や天萬の図書館を活用していただきたいと思っています。小学生につきましては、徒歩通学以外

にバス通学や保護者の迎え等、下校の状況はさまざまでありますので一概には申し上げにくい面

もありますが、町公民館やさいはく分館、宮前児童館や西伯文化会館、あるいはしあわせ等、共

有スペース以外にも御提案の内容に御協力いただける可能性はあるのではないかと考えておりま

す。また、より御自宅の近くでということであれば、地域振興協議会に管理していただいている

施設で、可能な施設もあるのではないかと思っております。

各施設に共有スペース以外で一定時間専用の空間を確保することによって、時間を有効に活用

する子供たちも期待できなくはありませんが、問題は、はしゃぎ回りたい、遊びたい盛りの子供

たちでございますので、実際の利用者がどのくらいいるのかということではないのかと思ってお

ります。

とはいいましても、一考すべき御提案であるとは思いますので、校長の意見を伺ったり、子供

たちや保護者の意向も確認をしながら御提案の趣旨を受けとめ、適切に対応してまいりたいと考

えておりますので、よろしくお願いいたします。

○議長（青砥日出夫君） 杉谷早苗君。
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○議員（７番 杉谷 早苗君） それぞれにありがとうございました。

おっしゃることはごもっともなこととは思いながらも、保育園の米飯持参につきましてもたく

さんのところからそれなりの声を聞いております。そこでお尋ねしたいんですが、今度新しい新

制度の認定こども園、この認定こども園の中の討議の中においても、この主食部分をどうするか

ということも問題になっているように聞いておりますが、それがどういうふうになったかという

ことの最近の情報というものは私は持ち合わせておりませんが、それについて何か御存じのよう

でしたらお願いしたいと思います。（発言する者あり）

あの、それも含めた、主食も含めて提供するっていうような、そういうことが検討されている

んです。その新しい情報いうものを御存じかなと思って。私は、検討するんだということまでし

か知りませんので。

○議長（青砥日出夫君） 町民生活課長、仲田磨理子君。

○町民生活課長（仲田磨理子君） 町民生活課長でございます。今考えているすみれ保育園のこと

でしょうか。

○議員（７番 杉谷 早苗君） 全体的な……。

○町民生活課長（仲田磨理子君） 済みません。ちょっとそれは把握しておりませんでしたけども、

今うちのほうでは、特にそれについて考えてはおりません。

○議長（青砥日出夫君） 杉谷早苗君。

○議員（７番 杉谷 早苗君） まだわからないものをここで検討を私たちがしても仕方のないこ

とですが、今おっしゃいましたすみれ保育園では、新しく建てるというときにそのスペース部分、

これからのことを考えると、どのようにお考えなんでしょうか。

○議長（青砥日出夫君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） 町長でございます。新しい制度のもとでのその施設は、幼保連携型認定

こども園、幼稚園型認定こども園、保育所型認定こども園、地方裁量型認定こども園というよう

な新しい位置づけがなされるようでございまして、新しく建てるこのすみれ保育園については、

保育所型の認定こども園というように考えております。

お尋ねの米飯給食などができる施設基準ということですね。その基準まで変わっていくという

ぐあいには聞いておりませんので、３歳以上児については、その運営基準の中でお米の持参とい

うことになっておるわけでありまして、そのとおりにしようと思って考えております。

○議長（青砥日出夫君） 杉谷早苗君。

○議員（７番 杉谷 早苗君） まことに正論だと思いますが、このたびの少子化対策というのの
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たくさんのメニューの中、そういう中を見てまいりますと、直接家族が軽減になるようなことっ

ていうのはお弁当の件かなあというふうに私は思いまして、それと西部地区ですか、西伯郡内だ

ったでしょうか、ちらっと、これは課長にお尋ねしたのでしょうかね、江府町だったかな、どこ

だったかしているというような町もあるやに聞きましたが、そういうような今後に向けて含みを

持たせたような御回答は得られないもんでしょうか。

○議長（青砥日出夫君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） 町長でございます。西部地区のほとんどの保育園では、本町と同様に米

飯を持参して、副食のみの提供をしておるということでございます。ただ、江府町が３歳以上児

３６名に対して町負担で地元米を調達して、完全給食を実施しておるということだそうでござい

ますが、これは米代は保護者負担として徴収するということになっておるようでございます。

先ほど施設の狭小だというような問題も言いましたし、電気容量のことも言いましたが、それ

は現施設であります。新しい施設でそういうことをするような設計にすれば、これできないこと

もないかもわかりません。ただ、よくお考えいただきたい。南部町は農業が基幹の町でありまし

て、やっぱり子供さんが保育園に通っているので、朝お米を炊かんといけんという事情もあるか

もわかりません。そういう米消費といったことも私は誘引する１つのことになっているのではな

いかと。基準でもそのようになっておりますから、国の基準でですね。ぜひ子供さんにお弁当を

持たせるということにおいて、我が家でも本当はパンで済むところを御飯を炊いてお弁当に持た

せるという、そういうことを通じて、低下し続ける米の消費拡大というようなこともつながって

いくのではないかと期待もしているわけです。それと、ドライブスルーというんでしょうか、子

供をただ預けて、帰りにはすうっと寄って、自動車からおりずに受け取って自宅に帰ると、便利

になればそれはいいかもわかりませんけれども、やっぱり食というような一番基本的な部分では、

家族で共通する話題を持ったり、そういうことが私はあってもいいのではないかという、古い考

えかもわかりませんけれども、そういう思いでいるわけです。

私も孫と同居しておりまして、通告いただいたのでちょっと聞いてみましたけれども、全く苦

にはならんと言っております。ただ、冷たい、御飯が冷えるのでね、御飯が冷えるので、そこが

ちょっと残念なところだなとは言ってましたけれども、持たせるということについては全く苦に

ならんということを言っておりまして、そういうことの中からそういう思いで答弁書をつくらせ

ていただいております。

○議長（青砥日出夫君） 杉谷早苗君。

○議員（７番 杉谷 早苗君） 杉谷です。なかなかガードがかたくて崩せそうにもありませんが、
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時代がどんどん変わってまいりますので、新しくつくられる保育園に対しましては、またこれか

らどのような子供たちの状況になって、どのような変化になるかはわかりませんので、そういう

炊飯、給食部分につきましても、余裕のスペースを持った、また、少し敷地的にも余裕があるよ

うな、そのような立地条件での設計をぜひともお願いしておきたいと思います。

それと、今私もふっと思いましたんですが、保育園型っていうのは、幼稚園の子供ですよね。

保育に欠ける子供が保育園であって、保育に欠けない子供、その両方を受け入れたいというよう

な、そういうようなことでそういう選択をなされたと聞いておりますので、保育に欠けない子供

たちにも状況によっては保育時間っていいますか、それによって違うのかもしれませんが、やは

りお弁当持参っていうようになるんでしょうね。よく私も検討して質問していなくて、ただ私自

体が幼稚園に子供を出したもんで、本当にあのときは完全給食だったなという思いから、その辺

のことっていうのは、先ほど町長おっしゃいました、保育園型っていうのを選択したとおっしゃ

れば、やはりそこで保育に欠けない子供たちも保育園型のような扱いになるんですねということ

です。

○議長（青砥日出夫君） 町民生活課長、仲田磨理子君。

○町民生活課長（仲田磨理子君） 町民生活課長でございます。今、新制度の中でいろいろ検討が

されている最中でございまして、状況はどんどん変わってきています。うちのほうは一応保育園

型でやっていきますので、それに決まってくるような形でお願いしたいと思っています。

○議長（青砥日出夫君） 杉谷早苗君。

○議員（７番 杉谷 早苗君） よくわかりました。希望いたしますのは、初日でしたでしょうか、

いつでしたでしょうか、町長が今後の我が町の保育園のあり方についてお話しになられました。

今後、今一番古いすみれ保育園の建てかえになっておりますが、次々とまた検討なさるときには、

炊飯ができるような、そういうようなスペースを持った保育園をぜひとも願いたいと思いますの

で、江府町が米飯、完全給食のような格好で、費用は別としてしているということにつきまして

は、施設の余裕があったりする場合であれば決心１つででき得ることだと思いますので、ぜひと

もそれをお願いして次の質問に参りたいと思います。

次、自習室でございます。教育長、いろんな状況を調べていただいてありがとうございます。

本当に私もこの提案を受けるまでは、簡単に、どこでもできてるんじゃないだろうかというよう

な思いがございました。それで、でもその方が本当にこれからの子供たちっていうのをどのよう

にしっかりと自覚を持った子供に育てていくかということは、やはり働きかけっていうことも必

要じゃないかとおっしゃいましたので御見解をお尋ねしてみましたのと、それと子供たちの放課
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後の動きっていうのも把握していただいて、先ほどから答弁の中できちっとお話ししていただい

てよくわかりました。

ちなみに、スポーツクラブに入っている子供っていうのはどのくらいいるのかは把握してはお

られますでしょうか。どうでしょうね。

○議長（青砥日出夫君） 総務⋞学校教育課長、福田範史君。

○総務⋞学校教育課長（福田 範史君） 失礼します。総務⋞学校教育課長です。スポーツ少年団

への加入状況ということでありますが、教育委員会が今所管をしております。

スポーツ少年団、現在１０種目１２チームございます。加入率としては２５％、若干前後はす

ると思いますが、２５％ぐらいですので、人数にしますと１６０名前後が現在加入をしていると

いう状況であります。この中には、低学年、大体３年生から３、４、５、６年生が３０人前後ぐ

らいということで主体となって活動しております。以上です。

○議長（青砥日出夫君） 杉谷早苗君。

○議員（７番 杉谷 早苗君） 私もこのスポｎｅｔなんぶの方のお話の中に、ひまわり学級との

共同で事業も進めている部分もあるんだというふうにお聞きしました。先ほど福田先生がおっし

ゃいましたのは、スポ少に入る３、４、５、６のあの辺の人数で、入っているのは２５％ぐらい

だっておっしゃったので、その後の子供たちがどうなのかなということも思っておりました。

ここで、会見小学校だよりっていうのの１月２６日に発行されておるのの中にきちっとした授

業展開をということで、学習の始まりとか終わりとかには立ちましょうとか、はい、それから終

わりにも立ちましょう、はい、このようなときの細かいことですね、御礼をしてから黙って着席、

日直の生徒はその場で声をかける、前に出たりしない、それから礼をきちんとする、体育学習で

育てた力だとか、勉強に当たっても机上に置くものは鉛筆１本、赤鉛筆１本、消しゴム１個、下

敷き、カラーシャーペン、カラーペンとかシャープペン、筆箱などを置かない。このように細か

くして、３学期はきちっと学習しようというように学校側も御努力の跡が見えます。本当にそう

いうふうに空気、醸成していっていただくと、子供たちも素直に入ってきて、そのような雰囲気

になってきていいことだと思います。そこで、このようなことを紹介しながら、先ほどいろんな

場合を見て検討して、それぞれ学校の校長先生にもお話ししてくださるというようなことでござ

いましたので、そのようなことを期待したいと思っております。

今、２０２０年ですね、東京オリンピックが誘致されまして、これによって夢と楽しみが非常

に広がってくると思います。今の子供たちが向かう世界っていうのは本当にいろいろ変化も多い、

学校制度というもんも変わってくるやもしれません。
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私、ちょっとこれ余談になるんですけども、このような世界になるんだっていう、このような

世界に子供たちが生きていくんだっていうことで、１つ思いましたのは、ＮＨＫのテレビシンポ

ジウムを見ておりました。何となくとはこう思っていたんですけども、私は改めてしっかりと見

ましたところが、これでは２０１３年の６月に国際リニアコライダー計画、ＩＬＣ計画というの

があるそうでして、これっていうのは、これをつくるまでに１，０００人を超える世界中の科学

者や技術者が８年かかってつくったっていうもんだそうです。それを祝って、世界の３カ国をリ

レー中継でもってお祝いしたというもので、これが何で取り上げましたかといいますと、ここで

出た成果でもってノーベル物理学賞を去年受けられたっていうんですね。それで、その装置って

いうのを我が日本でつくると。北上山中の地下１００メーターに３０キロメーターのものをつく

って、宇宙の始まりを研究していくと。今でもジュネーブでしたかしら、あそこのほうに２８メ

ーターの円形なのがあって、そこでもって粒子の発見がなされたっていうことでした。それで、

それの波及効果っていうのが、私たちが毎日使っているパソコンの情報手段っていうのだったそ

うです。よくありますね。アドレスのところにｈｔｔｐ何とか／ｗｗｗ。そのｗｗｗっていうの

がワールドウエブ何だっけ……（「ワールドワイドウエブ」と呼ぶ者あり）皆さんのほうがよく

御存じですけども、ていうようなことで、それは今まであるところから出てきた技術だそうでご

ざいます。それが今度、世界の方たちが認めた日本の中でできるという、そういうすばらしい夢

のある計画がございますので、それは今後また１０年か１５年かかかって完成するんだと思いま

すが、そういう世界に今の子供たちが生きていくんだ、そういうことがございますので、すごく

楽しみな計画であると思っております。それにつきましても、宇宙の始まりのビッグバンを起こ

す施設だっていうことでございますし、それによってのいろいろなこと、またそれを研究してい

る会社ももう既にございますので、年に１回それを公開をしてあるというようなことです。本当

に身近に身近になってまいります。そのような世界にいる子供たちを本当に豊かに育んでいきた

いと思いますので、それにはまず足元からということで、先ほど町長はならんとおっしゃいまし

たけれども、家庭からの食をしっかりとさせて体のしっかりした子供をつくり、また、教育のほ

うでも学校を中心として、そういうふうに教育委員会のほうから指導していただいて、子供たち

に積極的にみずから進んで学習に取り組むっていう、そういう土壌を醸成していただきたいと思

います。本当にこのたびの質問はなかなか壁の多い一般質問でございましたけれども、でもそう

いう皆さん、皆さんっていいますか、住民の方の思いもございますので、その辺をよく勘案して

いただいて、検討していただきたいと思います。

それこそ、これは討議するような問題でも何んでもございません。私はこれだけ申し述べまし
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たけれども、また何かございましたら、町長、それから教育長、承れることがありましたらお願

いしたいと思います。

○議長（青砥日出夫君） 教育長、永江多輝夫君。

○教育長（永江多輝夫君） 教育長でございます。御提案ありがとうございます。

恐らく、議員さんのほうの御提案の具体的な形で申し上げますと、２０年ぐらい前、私、公民

館の主事をしておりました。そのときに公民館の１室を子供たちに開放したことがあります。こ

こで勉強せいと。特に夏休みは暑いもんですから、ちょっとエアコンかけてやることができます

ので、ここ使っていいよということで夏休み中ずっと開放したことがございます。大変喜んでく

れて、何人かの子供たちがずっとそこで半日ぐらい勉強する。いいぐあいにですね、実はきょう

県立の高校入試なんですけれども、その子は高校に合格しまして、そしてまた高校になったら、

また夏休み勉強にやってくる、そんなような経験もさせていただいたことがございます。恐らく、

そんなようなイメージでお考えでないのかなというぐあいに想像いたしております。

答弁の中でも申し上げましたけれども、本当に子供たちの実態は多様でございます。学校が家

に近い子や遠い子や、バスで行ったり、保護者の……。やはりそういうことを考えてみますと、

やはり多様な主体的に学べる空間というか、そういうものをあちこちにつくっておいてやるとい

うのがまずは大事なことかな、それを上手にキャッチをしていくというのがまた子供たちの力に

もなっていく、そんなことを思っているところでございます。御提案の趣旨は大変私も理解がで

きるところでございますので、答弁で言いましたように、少し関係者の意見を伺いながら、あわ

せて実験的に少し開いてみてもいいのかな、何カ所、そんなぐあいに受けとめさせていただきま

した。ありがとうございました。

○議長（青砥日出夫君） 以上で、７番、杉谷早苗君の質問を終わります。

○議長（青砥日出夫君） 続いて、１１番、秦伊知郎君の質問を許します。

１１番、秦伊知郎君。

○議員（11番 秦 伊知郎君） １１番、秦伊知郎です。議長のお許しを得ましたので、通告のと

おり質問させていただきます。御答弁のほうをよろしくお願いいたします。

水道事業。水道料金についてであります。水道事業は、人口、水需要の減少から料金収入が減

収し、また、施設の老朽化などによる施設整備等の経費の増加もあり、近年赤字経営に陥ってい

る。これまで、保守経費の見直し等、維持管理費の縮減など自助努力や既往債の借りかえによる

利子、償還額の軽減などにより経営の効率化や経費の節減を図ってきているが、健全経営には至

－１１－



っていない。したがって、より一層の自助努力に加えて料金の見直しが必要と判断される。使用

者の公平負担という観点から、料金の統一が課題である。現状の料金表は区分ごとの格差が大き

いため、西伯地区簡易水道を西伯地区上水道に、会見地区簡易水道を会見地区上水道に統一して

改定するとともに、会見地区上水道の料金表における１３ミリ口径に区分される基本料金を西伯

地区上水道一般用に区分される基本料金に統一して改定されたい。これにより、現在４種類に区

分されている南部町の水道料金が会見、西伯地区の２種類に整理統合され、今後の料金統一に向

けた審議の方向性を展望することが考えられる。これは、平成２５年１月１３日に南部町公共料

金審議会から坂本町長に公共料金の改定についてと答申された内容の一部であります。さらに、

平成２６年１月２９日の答申を踏まえ、今議会に上水道給水条例、簡易水道施設条例のそれぞれ

一部改定として議案が上程されました。水道事業は、答申にありますように、人口、水需要の減

少から、平成２３年度５０１万円、２４年度４１８万円と、それぞれの赤字経営の状況でありま

す。２４年度の決算に対しての監査意見では、健全な水道事業会計とするために料金改定が行わ

れた。料金改定で負担増をお願いした町民に対し、料金改定を行った結果、事業などはどのよう

に改善したのか報告する必要がある。早急に広報等により情報を開示し、水道事業の現状と今後

の展望を示すとともに、引き続き健全な水道事業会計とするため努力されたいというふうに意見

が述べられています。しかし残念ながら、前回の料金改定は健全な事業会計とするには不十分だ

ったと言えます。今回の料金改定は、簡易水道の料金をそれぞれの地区、会見と西伯であります

が、それぞれの地区の上水道料金に統一し、料金格差を是正するとの説明を受けています。また、

料金改定に当たり、振興区単位での説明会も開催されています。

少し前置きが長くなりましたが、料金の改定と事業の実情として、１、水道事業の収支の状況、

各上水、簡水料金の格差の実情は、２、今回の料金改定で平均的な家庭の負担はどれぐらい増す

のか、３番目、住民説明会ではどのような意見が多かったのか、これらを中心に説明を求めます。

次に、水道料金の統一でありますが、統一については合併協定書、公共料金審議会の答申で示

されています。また、南部町水道統合事業基本計画、これは平成２４年度２月に作成されたもの

でありますが、料金統合に向けた年次計画として、１、平成２２年度の公共料金審議会答申に沿

って、平成２５年度においては西伯上水と西伯簡水の料金体系を統合します。２、平成２６年度

までに水道統合事業が完了予定となっていますので、平成２６年度に公共料金審議会を開催し、

平成２７年度から２９年度にかけて料金改定を行い、統合を完了する計画と、具体的な年度が明

記されています。合併における公共料金、これは水道事業でありますが、公共料金の基本的な考

え方として、水道法では公正な水道料金の確保、差別的取り扱いの禁止などが定められており、
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合理的な理由がない限り、統一料金であることが要求されています。このことは住民サービスの

公平性を確保する観点から、合併時から水道事業を統合して水道料金の統一を図ることが望まし

いとされています。合併の際の料金の設定については、他の市町村では、サービス水準が異なる

場合には高い水準に、料金の負担は低い水準に調整されているケースが多くあります。しかし、

水道事業は独立採算制であり、単純に低い水準に料金を合わせると経営が圧迫され、健全な経営

を維持できなくなります。低い料金に合わせた場合にも、事業計画、財政計画に基づき、しかる

べき時期に適正な料金に改定する必要があります。水道事業基本計画では、平成２７年度から２

９年度にかけて料金の統合を完了とありますので、会見、西伯両地区の水道料金の統一に対して

の具体的な考え方、計画等を伺います。

以上、壇上からの質問といたします。御答弁よろしくお願いいたします。

○議長（青砥日出夫君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） 秦議員さんの御質問にお答えをしてまいります。

水道料金についてでございます。

最初に、水道事業の収支の状況と各上水、簡水の料金格差の実情についてということでござい

ます。

水道事業の収支状況につきましては、平成２４年度決算で、収入１億７，９３４万２，５１５

円、支出１億８，３５２万５，３１６円、不足額が４１８万２，８０１円赤字でございました。

２５年度も約４５０万円の不足額になる見通しで、厳しい収支状況になっております。

各地区の上水道、簡易水道の料金格差の実情につきましては、１カ月当たりの一般家庭の平均

水道使用量を２０立米、２０トンとして比較しますと、西伯地区上水道２，９５０円、会見地区

上水道２，０８９円であり、８６１円、西伯地区上水道が高いという状況です。また、簡易水道

では、西伯地区簡易水道３，１０１円で、西伯地区の上水道よりも１５１円高料金です。会見地

区の簡易水道は２，０９０円で、会見地区の上水道より１円高くなっております。

平成２６年３月議会に上程しました料金改定案は、西伯地区上水道料金に西伯地区簡易水道料

金を統一し、また、会見地区上水道料金に会見地区簡易水道料金を統一し、両地区内での上水と

簡水の料金格差を是正するものであります。

次に、今回の料金改定で平均的な家庭の負担はどれぐらい増すのかということでございます。

１カ月当たりの一般家庭の平均水道使用量を２０トン、２０立米として計算しますと、税込み

５％で、西伯地区上水道が３９円の増額、会見地区上水道が５３円の増額、西伯地区簡易水道が

１１２円の減額、会見地区簡易水道が５２円の増額になります。
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次に、住民説明会ではどのような意見が多かったのかと質問でございます。公共料金審議会答

申に基づき、２月６日から２月２１日まで町内９カ所で住民説明会を実施し、合計１４４名の皆

様に参加していただきました。この中で、１つ、経過と課題、２、南部町水道事業の収支状況、

３、水道事業の経営方針、４、水道料金の改定について説明してまいりました。その中で出た主

な意見などは、地域的にまとめますと、会見地区では、料金改定表で見ると差が開く。縮まるな

らいいが広がる。腑に落ちないというもの。２、山間部から人口が減る。それに金をつぎ込むと

いう考えはどうかということ。３、人口減ということだが、保育料、給食費を無料にしていると

ころもある。魅力ある町にするため、公共料金の値上げは困る。４、独立採算では値上げせざる

を得ないと思うが、一般会計から入れられないか。無駄はないか探してはどうかなどの意見が出

ました。

また、西伯の上水地域では、平成２９年までに料金統一するのか。２、住民の願いとしては料

金を上げてほしくないと思う。統一は大問題で、納得いくものをつくってほしい。３、合併から

の難問だが、気分的にいつまでも会見、西伯という話はやめて、水道事業が永遠に存続できるよ

うにしてほしい。５番、担当職員の人件費を一般会計で負担できないのか。６番、水質や水圧に

ついての問題も指摘がありました。

以上のような御質問や御意見には説明会の中でできる限り丁寧な説明に努めてきましたので、

基本的には御理解いただけたのではないかと思っております。

次に、合併協定書、公共料金審議会の答申にある両地区の料金統合に対する具体的な考え方、

計画を現在の事業状況を踏まえて伺いたいということでございます。

平成１６年２月２６日、合併協定書の内容は、供給体制、使用料は現行のまま新町に引き継ぐ

こととし、新町発足後、水道事業の統合及び料金体系の検討を行うと示されています。これを目

標に、平成２３年２月９日、公共料金の改定についての答申により、平成２４年１月より西伯地

区と会見地区上水道の基本料金及び従量料金を改定しました。

次に、平成２４年２月に南部町水道統合事業基本計画が作成され、平成２５年度に西伯地区上

水道と簡易水道の料金体系を統合する。また、平成２７年度から平成２９年度にかけて料金改定

を行い、料金統合を完了すると示されました。さらに、平成２６年１月２９日の公共料金改定の

答申により、平成２６年３月議会に西伯、会見地区の上水道料金に簡易水道料金を統一し、上水

道の基本料金の改定を上程しました。

今後は、これまでに示された合併協定書、２回の公共料金の改定答申、南部町水道統合事業基

本計画に基づいて朝金から落合浄水場間の送水管事業が終了後に改めて今後の財政収支を調査し、
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健全な経営に向けた料金体系の構築と料金統一を検討してまいりたいと考えております。御理解

をお願いします。以上です。

○議長（青砥日出夫君） 秦伊知郎君。

○議員（11番 秦 伊知郎君） 御答弁どうもありがとうございました。

水道事業の収支の状況でありますが、平成２３年度も約５０１万円の赤字が出ています。監査

意見の資料から見ますと、２３年度、人件費が１，３１１万円、そして２４年度、これもさっき

の説明にありましたように、４１８万円の赤字ですとありますが、人件費が６３３万円と下がっ

ています。若干のいろいろな要件はあると思いますが、人件費を一般会計で見たらどうかという

御意見もあります。確かに企業会計の中では一般財源を企業会計の中に投入することは禁止され

ていますが、そういう考えもありますので、若干上下水道課の中の人件費のやりくりで２００万

か３００万の原資というのは出てくるような気がいたしております。現在、上下水道課は４名体

制です。少し大まかな数字の拾い方でありますが、２６年度の予算、農業集落排水事業は事業費

が約２億４，０００万円、浄化槽整備事業は事業費が６，４００万円、公共下水道事業は事業費

が１億８，０００万円。どれぐらいな一般会計からの資金が投入されているか、これは国、県か

らの補助金等もありますので一概には比較できないと考えますが、農業集落排水事業については

一般会計から１億２，０００万円、浄化槽整備事業に対しては一般会計から７，２００万円、そ

して公共下水道に対してはちょっと調べていませんで、申しわけありません。（発言する者あ

り）浄化槽が一般会計から２，７００万円ですね、申しわけありません。

そして、人件費の配分でありますが、農業集落排水事業には２名、１，７５０万円。浄化槽に

は人員が配置されていませんね。そして、公共下水道には人員が１名、６９４万円。水道事業に

は２名で約１，０００万円。

事業費の内容については、農集も公共下水も浄化槽整備事業もほぼ事業は終わっています。下

水道事業は統合事業の最中でありますので、ここ数年間で約５億ぐらいの事業をしています。事

業が今最盛期を迎えている事業に対しての人件費の割合が少ないような気がしておりますが、そ

れについて課内の職員の割り振り、人件費の配分の仕方というのはどういうぐあいに考えており

ますか。

○議長（青砥日出夫君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） 町長でございます。いわゆる必要な事業量に応じた人員配置ということ

が、これが基本でございますけれども、御案内のように上水と下水と、下水のほうはおおむね完

了しておりますので、上水と下水を一体的に管理をするという体制をとって、まずそこで人員の
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事業ごとの配置というようなことをやめて無駄を排しておるというぐあいに御理解いただきたい

と思います。

さっきもおっしゃったように、農集に２人、公共に１人ですということですけれども、水道に

は２人ということですが、現在１人でやっております。結局、水道料金にできるだけはね返らせ

ないように、現実は２．５人程度の職員が必要だというぐあいに伺っておりますけれども、これ

を１人の職員でやっておると。じゃあ、残りの１．５人はどこからどうしておるのかということ

ですけれども、それが一般会計のほうからの支援だというぐあいに御理解をいただいたらという

ように思います。

１億８，０００万から２億円、そして水道統合事業というような非常に大きな、４億とか５億

とか、そういう大きな事業をするときに、職員の１人の配置もせずに水道事業をやるというよう

なことにはこれはちょっとならないわけであります。適正なやっぱり人員配置すれば、本当はも

っともっと大きな穴があいているわけです。そこは農集や公共、浄化槽のほうにお世話になって

おるというような形になっておりますが、よく一般会計で見ればいいのではないかというような

安易なことをおっしゃいますけれども、方がありますけれども、そういうことをやりながら、な

お最後のとりでで１人ぐらいは水道で見んといけんという考え方で進めておりますので、よろし

くお願いします。

○議長（青砥日出夫君） 秦伊知郎君。

○議員（11番 秦 伊知郎君） 決して今の予算の配分が、人件費の配分がまずいと言っているわ

けではありません。そういう努力をされているというのは非常に評価をしておりますし、それが

水道事業に対しての一般会計からの支援だというぐあいには理解をしております。

今回、９地区ですか、説明会をなされた。１４４名の参加だということを聞いております。１

４４名が多いか少ないかの判断でありますが、多分少なかったんだろうなというふうに思います。

中には重複で何地区か説明会を受けておられる方もおりますので、実際にはもっと少なかったん

ではないかなというふうに感じております。

昨日の所信表明の中で、町長は、１割の簡易水道の受益者を９割の方が支えていると。西伯地

区にいますので、長年簡易水道の料金の値下げというのは私たちにとって念願でありました。な

かなか簡易水道の料金というのは、施設整備費にたくさんの資金が投入されているので下げるこ

とにはいかないというふうな答弁をいただいておりました。合併という機会をもって簡易水道地

区の方の料金、１１０円ほどでありますが下がったということは非常に評価したいというふうに

思っています。その中で、会見地区の簡易水道も若干、鶴田、池野地区ですが、若干の値上げを
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していただいておるわけでありますが、残念ながら同僚議員の中のブログの中に、これは余り言

いたくはありませんでしたのですが、依然として載ったままでありますので、どのように担当課

では考え、説明をされたのか、住民説明をされたのかという観点からお聞きしたいというふうに

思います。こういうぐあいな文章があります。会見地区では、ほとんどの地域で基本料金のみ５

０円の値上げとなるようですが、簡易水道を使っている池野、鶴田地区では基本料金だけでも月

に２５０円のアップとなりますというぐあいに出ています。依然としてこのメッセージが出てい

るわけでありますが、このメッセージが出た後に担当課は住民説明会をなされたというふうに聞

いておりますが、どういう状況だったでしょうか。

○議長（青砥日出夫君） 上下水道課長、谷田英之君。

○上下水道課長（谷田 英之君） 上下水道課長です。住民説明会出たときに質問等の意見の中で、

まだ新聞等いろいろ発行ありまして、役場は一体何しとうだと、全然違ったことを言いに来ただ

ないかとかいうことをかなり言われました、住民の方に。そう言われますけど、どうにかせと言

われました、この出た新聞等、ブログ等についてどうにかせいと。それはうちのほうも、出され

た方にもうちの執行部のほうからでも、中でも注意とかされておりますので、とにかくこっちの

私たちの資料によっての説明をできる限り納得できるように説明しましたので、とりあえずその

場はその場で御理解を得たと思っております。

○議長（青砥日出夫君） 秦伊知郎君。

○議員（11番 秦 伊知郎君） どうもありがとうございました。決して間違ってはいないという

ようなメッセージを出されていますが、見方によれば非常に誇張したような文章ではなかったか

なというふうに感じております。この後一般質問されるそうでありますので、ぜひその根拠を聞

いていただきたいというふうに思っております。

町長は昨日の所信表明の中で、水道事業について、空気と風を例えて表現されました。空気と

いうのは、日常はあるということを全く感じていません。また、水も水道の蛇口をひねれば出ま

すし、川には水が流れています。全くあって当たり前だというふうに感じるわけでありますが、

しかしながら、砂漠に行けば水は油より貴重なものであります。そして、風もふだんは吹いてい

る風は微風では心地よいものでありますが、いざ台風となれば風が大きな話題を起こします。水

道もまさにそのとおりだというふうに思います。料金の改定で少しぎくしゃくすれば、それが非

常に妨げになるのでありますが、昨日の表現の中で、さらにメッセージを町民にされるとすれば

どのような論点で例えて言われるのか、再度よろしくお願いいたします。

○議長（青砥日出夫君） 町長、坂本昭文君。
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○町長（坂本 昭文君） 町長でございます。空気と風ということで、サービスは本当に空気のよ

うに行き渡って過不足がないという状況を想定しておりますし、また、たまには風も起こして新

しい空気も取り入れていかなければいけないと、こういうことでございます。

水道料金については、毎日使う生活の基本的なものですから、これは安いにこしたことはない

というように思っております。安いにこしたことはないわけですけれども、それぞれの地域の特

性などによりまして、なかなか運営に、安定供給には経費がかかるというようなことから今回こ

のようなお願いもしているわけですけれども、もうちょっと根本的に考えてみますと、これは南

部町に限らずだと思いますけれども、全国的に少子高齢化がどんどん進んでいて、水道の使用量

というものがどんどん減ってくるという実態にあろうと思います。それから、いわゆる生産現場

が海外に流出するというような産業の実態もあるわけであります。２次産業、３次産業が隆盛を

きわめて、１次産業はどんどん衰退していくというような中で、水需要、工業用の水需要なども

どんどん減っているという状況であります。この減っている状況の水需要で、各地に張りめぐら

された水道供給施設体制というものを維持、そして管理をしていかんといけんという問題がある

わけです。非常にこれは大きな問題だというように思っております。こういう大きな問題をどの

ように解決をしていくのかというのは、なかなかこれは困難な課題であります。やっぱりそうい

うことを国民的に認識せんといけんと。そして、今までただのように使っておった水道も決して

そういうことではないという、これは今は認識が変わってきておりますけれども、昔は使い過ぎ

んように、今の逓増方式いうんでしょうか、使えば使うほどどんどん料金が膨らんでいくという

ような、雪だるま式になるようなことでブレーキをかけてきていたわけですけれども、今後はそ

ういうことで本当にいいのかどうなのかという、そういう水道全体を、水事業全体を見据えたあ

り方というものが求められるのではないかと、このように思っております。

そういうことを踏まえて、南部町の水道の状況を言いますと、やっぱり会見地区と西伯地区は

基本的なベースが違っておりまして、まず料金を統合するって簡単に言いますけれども、なかな

か簡単ではないわけでありまして、その土俵をそろえるということから始めているわけでありま

す。最初の統合に向けた料金改定は、まず基本料金の考え方が違っておりましたので、まずその

基本料金をそろえたということであります。そういう考え方をそろえると。それから、今回は本

当は基本料金をまず一緒にしたかったわけですけれども、ちょっとなりませんでしたがかなり近

づきました。基本料金をまずそろえていくという、そして基本料金で基本的には投資した固定費

というものを回収するようなシステムが一番いいと私は思っておりますけれども、そういう方向

に住民の皆さん方の御理解をいただきながら進めていかないといけんなと思っております。
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この風の部分なんですけれども、例えば現在、事業ということで朝金から落合浄水場間に送水

管の布設工事をやっておりますが、これは事業でありますので一般会計からそのことで直に繰り

出すということにはなかなかなりませんけれども、しかし特例債などを借りて出資をしておると

いう形で、違った形で応援をすることができております。これは国も認めたやり方でありまして、

現在まではそういうことでやっておりまして、結局水道事業会計の負担にならない手法で、水道

会計が負担をしないやり方で今事業を進めております。そういうことを通じて、できるだけ空気

と風のバランスをとっていくというような考えで進めているわけであります。以上です。

○議長（青砥日出夫君） 秦伊知郎君。

○議員（11番 秦 伊知郎君） 御努力をされておられるのには敬意を表しておりますが、確かに

会見と西伯の水道における状況というのは随分違うというふうに考えています。西伯地区は非常

に水に苦労していました。特に下部、米子に近いほうでは鉄分、それから法勝寺周辺ではマンガ

ン、マンガンの除去装置、あるいは貯水池等の建設に随分投資をしました。今回、旧会見町と合

併して朝金のほうから良質な水を給水していただくようになるわけでありますが、非常に感謝を

しています。合併したことによって西伯地区の簡易水道の料金も下がってきたと。本当に申しわ

けないなというような思いであります。そういう中で、料金を統一して、統合して若干の料金改

定をするといろんな、高かったり安かったり、上がったり下がったりってするわけでありますが、

本当に申しわけないなというような思いであります。

現在、西伯地区と会見地区の上水の格差がやっぱり８５０円ほどですか、あるわけであります。

合併したときの各公共料金の例というと、サービスは高いほうに、料金は低いほうにという例が

たくさんありますが、独立採算制でありますので低いほうに合わせると事業というのは成り立っ

ていかないわけでありますが、しかしながら、西伯の料金に近い形で料金改定をすれば、旧会見

地区の方の負担は相当なものがあります。近隣の市町村での合併時における料金体系の設定とい

うのは、多分担当課で調べておられますが、近隣の伯耆町あたりではどのような形で、あるいは

米子市あたりはどのような形でなされているのか、事例のほうを御説明いただきたいと思います。

○議長（青砥日出夫君） 上下水道課長、谷田英之君。

○上下水道課長（谷田 英之君） 上下水道課長です。近隣町村の様子でございます。大山町につ

きましては、大山、名和、中山と合併いたしまして、料金の平準化が一番ということで、経営に

ついては二の次だというふうなので合併時の収支を維持するという方向で、現在２３年の４月に

１回、２６年の４月に２回、２９年の４月に３回、この３回目で大山町の料金統一をするという

方向で向かっております、大山町のほうは。これはもう条例で制定されてるみたいでございます。

－１９－



それと、伯耆町でございますが、岸本の上水と溝口の簡水は同じような料金だったと、それを岸

本に合わせたということでございます。しかし、今のところ料金改定は考えてないということで

すけど、基金がなくなりそうだと、そろそろ。ということで、岸本はそういう方向でやっておら

れます。米子市についてはちょっと調べておりませんので申しわけありません。終わります。

○議長（青砥日出夫君） 秦伊知郎君。

○議員（11番 秦 伊知郎君） どの市町村も料金改定については苦労されているようであります。

この旧両町の８５０円の格差というのはなかなか埋まっていかないだろうというふうに思ってお

ります。水道料金統合基本計画では、２６年度に統合事業が完了するので、２６年度、公共料金

審議会の答申を受けて、２７年度から２９年度に料金改定というような文章が明記されています

が、確かに公共料金審議会の答申を受けて西伯は決定していくというのは１つの流れかもしれま

せんが、しかし約９００円近い料金格差を住民の納得いくような金額にしていくのは町長の決断

であり、議会の了解では、議決ではないかなというふうに思います。町長は事業が終わってから

というぐあいに言われましたが、しかしながら、そんなに２９年度というのは遠くない時期であ

ります。大体事業の完了のめどはつきかけておりますので、この格差については、どういう手法

で、どういう時期に、どういうぐあいに統合していきたいのか、もう少し具体的な考えを持って

おられたらお述べいただきたいと思いますが、いかがでしょうか。

○議長（青砥日出夫君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） 町長でございます。私は説明会で言ってまいりましたことは、いわゆる

落合浄水場の浄化費に非常に経費がかかっておるということを申し上げてきたわけです。１，２

００トンの水が金田のほうから供給されるということになりますと、落合の浄水場の浄水費用と

いうのが私は随分減っていくのではないかと期待をしているわけであります。それと、浄水費用

が減るということと、それと全体的に現在落合の浄水場に井戸から、３つの井戸ですか、持って

きているわけですけども、１つぐらいはやめることができるかもしれんというような思いもある

わけです。それは全体的な給水状況をよく見ながら判断していかなければいけませんけれども、

そういう非常な大きな変化が期待されるということでありまして、そういうものを一遍見ながら

やらんと、逆に一定の値上げをした、しかし上げ過ぎたということはないかもわかりませんけれ

ども、ちょっと過ぎたというようなことがあってはならんなと思っておりまして、適正な料金改

定ということにするには、金田の水源地からの水をやっぱり受けて、状況を見てやっぱり判断を

せんといけんのではないかと、このように考えているところです。それがいわゆる収益的収支の

部分であります。
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それと、先ほども申し上げましたように、資本的収支の部分で、いわゆる朝金から落合浄水場

間の工事については水道会計に負担を負わせないと。昨年も約１億円程度国のほうからもらって

きたわけですけれども、そういうさまざまな手法を使って、とにかく水道会計に新たな負担が発

生しないように進めていくというようなことを考えております。

最終的に、簡水の部分ですね、簡水で従来投資してきた部分、簡水に投資をしてきて残ってい

る固定費の部分ですね、こういう部分については一定の支援を、一般会計からの支援があっても、

これは納得していただけるところになるのではないかと、このように思ってもいるわけです。例

えば、今回災害復旧費で６００万ほどの起債を借りるようになっております。これは考え方変え

ますと、簡水で事業をやったときには一般会計でやるわけですよね、簡水だけで独立していたと

きには。今これが一緒になっておりますので、そういうわけにはならない。それから、厚生労働

省の災害復旧で対応したほうが有利だというような判断から、そういう現在の手当てをしており

ますけれども、よくよく考えてみれば、南部町が簡水事業だった場合には、これは当然一般会計

で負担せんといけんというような私は理論があるのではないかというように思っております。そ

ういうことも含めて、先ほど申し上げた朝金からの給水状況、浄水場の状況などがどの程度変わ

ってくるのかというようなことも踏まえながら判断をせんと町民の皆さん方には納得していただ

けないのではないかなと思っているところでありますので、そういう考え方でございます。よろ

しくお願いします。

○議長（青砥日出夫君） 秦伊知郎君。

○議員（11番 秦 伊知郎君） 今の水道統合事業が完成した後にいろんな状況を見て料金改定と、

統一に向けた料金改定というようなお話でございました。

町長は昨日の、先ほども触れましたが、風と空気の中で安定給水と会計の健全化、これが前提

だというふうに述べておられます。水道会計が健全な状況で、あるいは安定した給水を確保でき

るような状況でこれからも維持できるようにぜひ御努力していただきたいというふうに思います。

最後になりますが、水道事業の将来についてであります。これは通告していませんので、今ま

での質問の中で答弁していただければ結構だというふうに思いますが、南部町の町の規模、１万

２，０００人ですか、人口。その中で、水道事業あるいは下水道事業を単独で持つというのはな

かなか難しいのではないかなというふうに感じました。つまり、人口が３万から５万以下の都市

で水道事業、下水道事業、これは水道事業と下水道事業は人間でいうと動脈と静脈の関係であり

ます。水道が動脈、下水道は静脈、出たものが入っていくという形でありますので一体のものだ

というふうに思います。これを１万２，０００人規模の町で単独で持っていくのは将来的には難
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しいのではないか。それはなぜかというと、人口は減少していきますし、水需要も減っていきま

す。確かに単独であればそれにこしたことはないんでありますが、維持が難しくなっていけば新

たな方法を考えていかなければならないというふうに思います。国保が単町であったのがこのた

び県で管理されるように、あるいは広域で介護保険をやっていますように、水道事業も近隣の市

町村と管理を統一するような方向に向かっていかなければならないのではないかなというふうに

思います。確かに施設の統合というのはなかなか難しいかわからないんですけど、管理システム

というのはある面では統合しやすいというふうに考えています。管理システムを統合することに

よって人件費も削減できるのではないかなというぐあいに考えていますが、そういう考え方につ

いてはどういうふうにお考えでしょうか。もし御答弁が、急に言ってしまったんで御答弁が難し

いかと思いますが、よろしくお願いいたします。

○議長（青砥日出夫君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） 水道を広域化していくということは現在もあるわけでありまして、一般

論としてはよく理解できるわけです。管理システムを統合するというやり方ですね、これも一理

あるのではないかと思いますが、例えば近隣で大きなところでいえば米子であります。米子市と

統合するというようなことを想定してみた場合に、結局米子市も赤字で困っているようなところ

を傘下におさめてみても何のメリットもないわけでありまして、むしろお断りになるのではない

かと。むしろ健全な経営で基金でもしっかり持っとっていうような状況をつくっていかないとな

かなかお誘いをしていただくようなことにならんのではないかなと思っております。

私は、いろんな考え方がありますけれども、いわゆる全国統一が難しいような課題ですね、い

わゆるこの水道などですね、これはそれぞれの地域性が非常にありますから、こういう全国統一

が難しいような課題は小さいほうがいいと、スモール⋞イズ⋞ビューティフルというんでしょう

か。結局、そこの地域で完結するというようなことのほうがむしろいいのではないかと。結局、

何かあったときにすぐ原因が特定できますし、対応が早いというようなこと、これが暮らしに直

結している水道や、あるいは下水の一番大切なところではないかと思っております。

今のコンポスト施設をつくるときに島根大学の先生に学んだことなんですけれども、何かコン

ポストがおかしな状況になったときにはすぐわかるというわけですわ。県内のどっから出ちょう

かいうのがすぐわかってくる。水銀が例えばたくさん出てくる。これはどこが出いたというのが

すぐわかる。そういうわかりやすさというのが公共サービスでは必要ではないかなと、それが安

全を担保することになるというようなお話を伺いました。私も確かにそのとおりだなということ

で、コンポスト施設をつくっているわけですけれども、確かにおっしゃるように長い将来見据え
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たときには、こういう処理装置を、あるいは給水装置を維持し続けるということは、これは本当

に難しい問題だろうと思っております。若い世代にいい姿できちんと引き継いでいかんといけん

ためにもやっぱり健全経営でいかないといけんと。赤字の膨らましたまんま引き渡すというよう

なことにはならんということでありまして、その時々にできる努力というものを、やっておかな

ければいけない仕事というものをきちんと果たすというのが今の考え方であります。

管理システム統合するという御意見は拝聴しましたので検討も今後してみたいと思いますけれ

ども、基本的にはスモール⋞イズ⋞ビューティフルということで考えております。

○議長（青砥日出夫君） 秦伊知郎君。

○議員（11番 秦 伊知郎君） 管理システムの統合よりスモール⋞ビューティーだということで

却下されたわけでありますが、できれば水道事業健全化をして、私は近隣の米子市あたりと一緒

になって事業を展開したほうが将来的にはいいのではないかなという考えを持っています。そし

て、それが難しければ、公設民営化、公設でして民間で管理委託をしていただくと、そういう時

代が多分近いうちにやってくるのではないかなというふうに思っています。人口が減っていく、

あるいは施設の更新が必要な事業に対してなかなか単町では難しい時代がやってくるのではない

かなというのは思っております。そういう時代が来ないことを望んでいるわけでありますが、仕

方なしにやってくるかもしれません。

以上で私の一般質問は終わりとしたいと思います。御答弁ありがとうございました。

○議長（青砥日出夫君） 以上で、１１番、秦伊知郎君の質問を終わります。

○議長（青砥日出夫君） ただいま秦伊知郎君の質疑の中で通告にないという質問が出ましたけど

も、通告にない質問は極力避けていただきたいのと、執行部においてもそれについては答弁をな

されてもいいですが、なされないのも自由でございますので、そこら辺も了承をしていただきた

いというふうに思っております。なるべく通告外の質問は避けていただきたい。

ここで休憩に入りたいと思います。再開は１０時５０分。

午前１０時３１分休憩

午前１０時５０分再開

○議長（青砥日出夫君） 休憩前に引き続いて、２番、三鴨義文君の質問を許します。

２番、三鴨義文君。

○議員（２番 三鴨 義文君） 議席番号２番、三鴨義文でございます。よろしくお願いいたしま
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す。

私は、国道１８０号南部バイパス、道の駅について一般質問させていただきます。

まず、質問の趣旨と背景についてでございますけれども、国道１８０号南部バイパスが完成し、

３月１５日には竣工式や記念イベントが予定されています。国道がなかった会見地区にも国道が

通り、会見地区と西伯地区を縫い合わすかのように南部町の田園地帯のど真ん中に国道が開通す

ることになりました。これにより、車と人の流れは従来と大きく変わって、ほとんどの車がバイ

パスを通られるようになると思っております。従来の人家密集地から広々とした田園地帯へと変

わり、運転していても気持ちがいいきれいな道路になりました。また、法勝寺川にかかる橋付近

から望む大山の眺望は町内有数のビューポイントでもあり、すばらしいロケーションであります。

この新しい道路ができたこの変化を機に、町内を通り抜けてしまわれる通過交通をしっかりつか

まえて、町の観光ＰＲと農産物や特産品の販売拠点となる道の駅の設置を検討すべきと考えます。

私が今できればいいなと思っている場所ですが、こちらから米子に向かってつくし保育園のとこ

ろからバイパスに乗るわけですが、米子に向かっていきますと法勝寺川にかかる新しい橋ができ

ております。その手前あたりの川土手の辺が一番見晴らしもよく、もとの境水源の町有地もある

場所、あのあたりが最適かと私は想像しております。そういった形のものを構想、プランを持っ

ておりますので、一般質問をさせていただきます。

１番、一般的に道の駅はどこが設置するものでしょうか。また、設置するための条件はどのよ

うなものがあるでしょう。

２、近隣の同様な施設の運営主体の形態はどのようにされているのでしょうか。

３、このたびの国道１８０号南部バイパスの完成に伴って、町として道の駅または展望休憩所

などを設置するお考えはないのでしょうか。

以上、壇上での質問を終わります。御答弁よろしくお願いいたします。

○議長（青砥日出夫君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） 三鴨議員の御質問にお答えをしてまいります。

国道１８０号南部バイパスの完成を機に町の観光ＰＲと農産物や特産品の販売拠点となる道の

駅の設置を検討すべきではないかという御意見でございました。

具体的な質問にお答えをする前に、道の駅の定義について少し説明をいたします。

道の駅とは、ドライブを楽しむ人や運送業などドライバーのための休憩施設として、道路管理

者と沿線自治体などが一体で一体型事業であります、または、沿線自治体などが単独で単独型事

業と言っております、整備を行う施設でありまして、高速道路にあるサービスエリアやパーキン
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グエリアと同様の機能を持つが、それらとの違いは、道の駅は一般の国道、県道沿いに設置をさ

れている。そして、駐車場、トイレ、公衆電話、売店、軽食レストラン、休憩所などを基本に道

路利用者のための休憩機能、２つ、道路利用者や地域の人のための情報発信機能、３つ、道の駅

を中心としてその地域のコミュニティー同士が連携する地域の連携機能という３つの機能をあわ

せ持っている施設で、一般の人も身体障がいの人も安心して利用できる施設になっており、その

地域の文化や名所の紹介や地域自治体の協力のもと、地域ごとの特徴を生かした特産品の販売や

イベントなどの開催も行われ、訪れる人全ての憩いの場となっている施設と定義されております。

最近は、主要道路沿いに施設があるという利点を生かして、地域防災の拠点としての機能も盛り

込まれるようになってきております。

そういたしますと、御質問にお答えしてまいります。

まず、１番目に道の駅はどこが設置するのか、設置するための条件、どのようなものがあるか

ということでございますが、国土交通省の道路局は、道の駅登録⋞案内要綱の中に、案内⋞サー

ビス提供施設の設置者を市町村または市町村にかわり得る公的な団体であることと定めておりま

す。施設ごとに申し上げますと、２４時間使用可能な駐車場、トイレ、電話、情報提供施設、休

憩所などの道路施設は道路管理者が設置することがほとんどであり、国道１８０号の場合は鳥取

県になりますが、市町村が設置することも可能であります。一般的に道の駅と呼ばれています地

域の文化、名所、特産品を活用したサービス提供を行う農産物直売所、特産品の販売所、レスト

ランなど地域振興施設は、関係する市町村や公益法人、第三セクターなどが設置する形態がとら

れております。

次に、設置するための条件についてお答えします。先ほど申し上げた道の駅登録⋞案内要綱の

目的は、一定水準以上のサービスを提供できる休憩施設を道の駅として登録するとあります。サ

ービスとは、先ほど申し述べました３つの機能を指すと御理解ください。サービス水準を確保す

るために、要綱の運用方針の中に、駐車台数がおおむね２０台以上、水洗式トイレがおおむね１

０基以上、駐車場とトイレの間を結ぶ主要な歩行経路のバリアフリー化を図れ、案内サービス施

設は駐車場から徒歩で二、三分以内であることという施設規模に基準を定めてあるわけでありま

す。これが道の駅として登録できる条件になります。

次に、近隣の同様な施設の運営主体と形態はどのようにされているかということでございます

が、道の駅の登録数は平成５年４月２２日に登録された１０３の施設に始まりまして、平成２５

年１０月現在、全国で１，０１４カ所、中国地方で９４カ所、鳥取県内で１２カ所が登録されて

おります。
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近隣にある道の駅を紹介いたしますと、鳥取県内には大山町の大山恵みの里、琴浦町のポート

赤碕など、島根県には安来市のあらエッサ、広瀬⋞富田城など、岡山県内には真庭市の風の家、

蒜山高原などがあります。

施設の運営主体や形態については、平成２１年４月にオープンした大山町の大山恵みの里につ

いては、道路沿いの駐車場は料金無料区間になったため、不要になった料金所用地に国土交通省

が整備したもので、正式には道の駅の施設ではございません。一段高い部分が道の駅に当たりま

して、大山町で大山町観光交流センターとして駐車場、トイレを含めた施設全部を単独型事業で

整備し、レストランや農産物などの売店の運営は農産物生産組織の育成や特産品の開発、販売を

手がける大山恵みの里公社が指定管理を受けて行っていると伺っております。平成２３年４月に

オープンした安来市のあらエッサは、道路管理者である国土交通省と安来市による一体型事業で

の整備であり、駐車場、トイレなどを国土交通省が整備、管理し、物販施設などを安来市が整備

し、古民家レストランは有限会社舶来フード、農産物、特産品直売所はＪＡやすぎが市から委託

を受けて管理していると伺いました。

最後に、国道１８０号南部バイパスの完成に伴い、町として道の駅または展望休憩所などを設

置する考えはないかという質問でございます。

現在、県内では岩美町と江府町で道の駅整備が行われております。岩美町では、鳥取豊岡宮津

自動車道、駟馳山バイパスの供用開始により、町を取り巻く人と物の流れが大きく変わるとの考

えに基づいて、平成２２年に岩美町商工会、観光協会、鳥取県漁協網代港支所、鳥取田後漁協、

鳥取いなば農協の５者から町に対して道の駅設立に関する趣意書の提出があり、この５者を中心

として設立に向けた方策を協議するいわみ道の駅設立準備委員会が発足し、民間主体で道の駅の

サービス提供施設、受け皿づくりの検討が進められたと伺いました。

岩美町では平成２４年３月に策定した第９次岩美町総合計画において、道の駅の設置を重点施

策として推進することを掲げ、本来の道路利用者の休憩施設としての機能のほか、地元産品の販

売、地域情報の発信、地域防災拠点としての機能を持った道の駅を整備する方針を定められ、現

在平成２６年度末の開業を目指して計画を進めておられます。

江府町では、江府インターチェンジ料金所横に道路管理者の国土交通省と江府町で一体型事業

として、平成２７年３月のオープンを目指して整備を進めておられます。

議員がおっしゃるように、バイパスの沿線に大山の眺望にすぐれた場所があることは承知して

おります。道の駅の整備には集客シミュレーションに基づいた設置場所の設定が重要ですが、ほ

かにも資金計画や運営主体をどこにするかなどいろいろ検討しなければなりません。大山町では、
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大山の恵みを冠した特産品づくりプロジェクトの集大成が道の駅大山恵みの里として結実したと

伺いました。何より、岩美町のような民間や住民主体の道の駅設立への機運の高まりが必要と考

えますが、現在までのところ、民間のほうからそのようなお話は全く出てこない状況であります。

しかし、よい提案と思いますので、観光協会を初めとした関係団体に声をかけて協議をしてみた

いと思っております。以上でございます。

○議長（青砥日出夫君） 三鴨義文君。

○議員（２番 三鴨 義文君） 御答弁ありがとうございます。

道の駅の条件等々お伺いしました。市町村でも設置は可能だということもお聞きいたしました

し、近隣同様な施設は、伺った中ではそういった町直営ではなくてそういう団体がつくられて、

指定管理とかそういうふうな運営をされているというふうに伺いました。

若干ちょっと違いますけれど、まず私１５日に開通式、イベントがあるというふうに聞いてお

りまして、案内も出ておりますけれども、まずその開通式、イベント、式典の中身を町民の皆さ

んにもこの場でお伝えしたいと思いますので、その中身についてちょっと御説明いただきたいと

思います。

○議長（青砥日出夫君） 建設課長、頼田泰史君。

○建設課長（頼田 泰史君） 建設課長でございます。開通式に関しましては、１５日でございま

すけども、イベントのほうは１週間前の日曜日に一応フリーウオークということで、主催は地元

の振興協議会のほうで行われるようですけども、町のほうは共催という形で、自由に歩いていた

だいて終点のあたりでゲームとかそういうのをやられるように伺っております。それで、開通式

のほうは、言ってみますれば式典という格好になりますので、一連のいろんな御挨拶が、主催者

の御挨拶があったり、工事説明があったり、経過の説明があったり、それから町のほうはつけて

もらった側ということでございますので、感謝の気持ちを町長のほうがあらわしていただくとい

うやなことで、最終的にはテープカットを行っていただいて通り初めをするというので、大体午

前中１時間半か２時間ぐらいの開通式という格好だというふうに一応県のほうとは打ち合わせて

おるところでございます。以上でございます。

○議長（青砥日出夫君） 三鴨義文君。

○議員（２番 三鴨 義文君） じゃあ、町民の皆さんがあそこ歩かれたり入ったりできるのは日

曜日、９日の日に入られるわけですよね。わかりました。ぜひ皆さんあそこ歩いてもらって、本

当に見晴らしのいいところを経験してもらいたいと思います。

先ほどの答弁の中で、そういう運営主体は民間であったりそういう組織であったりということ
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がありましたけれど、私も実は町営で直接運営するなんてことはあんまり好ましくないと思って

おりまして、できればそういった運営組織ができるのが好ましいというふうには思っております

けれども、何事もそうですけれども、なかなか自主的にそれぞれの団体が声をかけ合ってわあっ

とでき上がっていくものではないと思っておりますので、そこのところは町のほうが何らかの口

火を切ってもらうような仕掛けがなくては、なかなか自発的に立ち上がっていかんのではないか

なというふうな感じも思っております。組織としてはそういうことを思っております。

それと、先ほどありました安来のあらエッサなんていうところ、私も入ったことがありますけ

れども、物すごい広いところで、とってもあんな大規模なものはちょっと想定できないわけです

けれども、私のイメージは、できれば先ほどありました３つのサービスができるような道の駅の

ような機能を持った、地場産品の販売所とかそういったものも持ち合わせた施設で、やっぱり大

山を見ながら軽い食事やコーヒーが飲めるような、そういうような場所ができれば最高かなと思

っておりますけれども、実際運営となれば組織の力量もありましょうし、あんな大きな大規模な

ものはできないと、無理だろうと思っておりますけれども、とりあえず展望駐車場とかトイレと

いったようなものから、地場産品売るのにもそんな大きな施設を一遍に建てなくても、そういう

スペースがあればイベントテントでもいいんですけれども、そういったところにも持ち寄ってで

もサービスが、直売ができるのかなというような、それぐらいの幅広いイメージを持っているわ

けですけれども、町長、今私が思ってる提案や場所のことも言いましたけれども、やるとなれば

どれぐらいのことをイメージされますでしょうか。ちょっと町長、感じで思われたことを教えて

ください、規模的にも。

○議長（青砥日出夫君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） 町長でございますが、非常に見やすいようで難しい質問であります。

やるとすればどの程度ということですが、金額のことなのか面積のことなのかちょっとわかり

ませんけれども、おっしゃる位置は非常に私もいい位置だと思っております。ちょっとカーブも

しておりまして、とまって大山を見たりしておればかえって危ないかもわかりません。追突とい

うようなことがあって、そういう位置ですから、ちょっとした駐車場ぐらいの整備はして、交通

事故の観点からも、交通安全の観点からもそういう必要性はあるだろうなというような思いはし

ております。そういうことを進める中で、先ほど申し上げたような関係者のほうからそういうお

話が上がってくるように働きかけもしてみたいと思っておりますが、差し当たってやっぱり駐車

場は欲しいなあというように思っております。道の駅をつくるその前段のですね、そういうとこ

ろでの交通をされる方の状況を見てからでもいいのではないかというような思いがしております。
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○議長（青砥日出夫君） 三鴨義文君。

○議員（２番 三鴨 義文君） 規模なのか金なのかという話、私はそういう、私と一緒で町長も

こげなもんができればいいがなというようなものがちょっと聞いてみたかったところでして、や

っぱり誰しも思うようにあそこに駐車場は絶対欲しいなというふうに思うわけです。

それと、先ほど言われましたように、皆さんが自発的につくろうよという機運が高まってくり

ゃ、そりゃ一番いいんでしょうけれども、やっぱり私はその皮切り、口火切り役っていうのはち

ょっと町のほうがアクション起こしていくべきじゃないかなというふうに思っておりまして、こ

のたびの一般質問の中で、私は運営組織の立ち上げですとか、そういった調整役、農産物の集荷

担当、あるいは何らかのイベントの仕掛け人というような、そういったものが仕事として雇用を

生んで、人的配置ができませんかというような質問をしてみようと思いましたけれども、もうま

さにその役を担う地域おこし協力隊員っていうのが今回の当初予算の中で出ておりまして、私は

もうこうした雇用が提案されたことについては、本当に自分の思いの中での渡りに船という格好

で大賛成するものでありまして、ぜひこういう方が中核になっていただきたいなと思うわけです

が、もう一つ、ほかの議員さん方も同じ感覚で町長の施政方針の中の言葉を感銘深く聞かれたと

ころですけれども、私もやっぱり施政方針の中でありました、行政は空気であって、時にはリー

ダーシップを発揮して風を起こして、住民の暮らしに活力を与えることも必要であるとおっしゃ

いました。とってもいい言葉で、私もほかの議員さんと一緒に感動したわけですけれども、ここ

でこの道の駅構想を実現するためには、まず町がリーダーシップをとって、発揮して風を起こし

て、運営組織の立ち上げということをやってみていただきたいというふうに思うわけです。来年

度予算に出されておりますほかにも観光協会の集客の専門員ですとか、観光協会の力量アップの

ための人的配置もありますが、そういう方を核にして声かけをして、いろんな組織、団体に仲間

になって、そういった設立の準備のための動き、アクションを一緒にやりましょうよっていうよ

うな声かけがしてほしいわけですが、そういったことはどうでしょうか。

○議長（青砥日出夫君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） 町長でございます。空気と風の話も述べさせていただきましたけれども、

まさに風起こしをそういうことで仕掛けていくということが私も必要なことではないかと思って

おります。ただ、さっきも申し上げましたように、いきなりそこへ多分行かんと思います。まず、

私は、何ていいましょうか、交通者の皆様方のやっぱり意向とか、それからそういうアンケート

だとか状況だとか、そういうものも見定めていく必要があるというように思っております。特に

さっき申し上げた眺望の非常にいいところですから、とまってカメラでも、写真でも撮りたいと
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いうようなこと、そういうことがあって非常に危ないとこになったっちゅうやなことがあっては

いけんわけでありまして、私は駐車場が必要ではないかなというような思いがします。駐車場が

すればどうしてもトイレということになってきますから、その辺から切り口でいけばいいのでは

ないかと思っております。

それと、さっきもちょっと申し上げましたが、いわゆる集客シミュレーションっていうんでし

ょうか、そういうものも一つやって、大きな投資をすることになるわけですから、ある程度確認

もしなければ、なかなか人に話しかけて、途中でやめたと、腰砕けになってもいけんというよう

に思うわけでして、そのことを思っております。

それから、今、南部町にはアスパルもあります。それから、西伯側にはめぐみの里だとかまご

ころ市だとかふれあい市だとかあるわけですけれども、全体的に落ちているわけです、売り上げ

が落ちてるというような状況があって、その市を存続させていくのにもなかなか御苦労があると

いうことでありまして、そういう実態、それからそういう皆さん方の御意見も伺いながら対応し

ていかなければいけないというように思っております。こういう機会に風を起こすということは

私は大切なことだというように思っておりますし、そういう御提案をいただいたわけですから、

先ほど申し上げたように関係者に働きかけをしてみたいと思っております。

○議長（青砥日出夫君） 三鴨義文君。

○議員（２番 三鴨 義文君） 働きかけをぜひお願いしたいと思いますし、今、町長がおっしゃ

られました町内にはたくさんの農産物の市場、直販店がたくさんあります。ＪＡのグリーンなん

ぶですとかおっしゃられましためぐみの里、しあわせの横にも野菜市があったり、あるいはえぷ

ろんもありますか。ちゃなところでいろんな加工品やらつくってそこに持っていかれる商品生産

者の方はたくさんおられます。もちろん緑水園の前にもありますし、花回廊のところの野の花な

んかもありますから、そういった生産者の方や町内産の商品っていうのはたくさんあるというふ

うに思っております。そういった今のような施設で、それぞれの場所で販売されたりすることも、

近くの方が利用されるのにはなくてはならないとは思っておりますけれども、私はこの道の駅構

想で考えますのは、それぞれの場所で販売することもしかりですけれども、やっぱり南部町の入

り口であって、西伯地区と会見地区とのちょうど接点にあるあそこに南部町の地場産品を１カ所

に集めた特産品や農産物の販売所、市場っていうような形で町の、西伯だ会見だ言わずに１カ所

にあそこに集めて、入ってこられる皆さんやそういった方に町の特産品、農産物を販売するよう

な、そういった場所をつくるべきじゃないかなというふうに私は道の駅の思いの中でも思ってい

るわけです。こうした町内産品を１カ所に持ち寄る場所をつくって、そこに地域おこしの協力隊
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員さんが拠点としておられるとかですね、そういうものをイメージするわけですけども、その１

カ所に集めてっていうことは、町長、どうでしょう。私はそう思いますが。

○議長（青砥日出夫君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） 町長でございます。悪くない話だろうと思っておりますが、先ほど申し

上げたように、現在、現状というのは、今の直売所の運営がなかなか困難になっているだけの状

況であります。生産状況というかな、生産者の現状にございます。ですから、道の駅だけつくっ

て産品をそこで１カ所で販売するといっても、出いてごす人がないと困るということでもあるわ

けです。ですから、そういう中核的な拠点施設をつくる、町が公設でつくるとしますと、多額な

投資をするわけですけれども、その投資をするのにやっぱり周囲の盛り上がりといいましょうか、

そういうものが一定程度ないと、役場ばっかり頑張ってそういう施設整備しても、果たしてうま

くいくのかという心配をいたしております。

先ほど申し上げたように、大山町は大山恵みの里公社ですか、そういう組織のそこを一つの集

大成の施設として位置づけてつくったという、そういう物語というかストーリーがあるわけで、

南部町の場合は、現在のところそういうストーリーがないわけでありまして、そういうストーリ

ーをやっぱりつくらんといけん、もうちょっと言葉をかえて言えば、両者相まっていかんとうま

くいかんということですよ。現場でのそういう生産体制だとか、生産者の意気込みだとか、そう

いうものも高まっていく、それに応える形で町は公設施設をちゃんと提供していく。そして初め

て成果が生まれるのではないかというようなことを思うわけです。

御提案は、私は貴重な提案でいい、私も個人的には非常にいい場所だというように思っており

まして、やるならきっとあの辺が一番いいだろうなというように思ってはおります。シミュレー

ションしたり、そういう関係者の皆さんの御意見を聞きながら進めていきたいということであり

ます。

○議長（青砥日出夫君） 三鴨義文君。

○議員（２番 三鴨 義文君） おっしゃるとおりだと思います。町のほうがぽんと施設をつくっ

て、はいどうぞって言ったって、それはうまくいきませんし、皆さん方、生産者の方やそういっ

た方のお力もないととても私の描いとる夢みたいなことはできていかないというふうには思って

おります。本当にそれぞれの販売所の実情は、生産者の方も高齢化されて減っているというのも

ありますしわかります。そうはいっても、日吉津のアスパルまで出荷される方もあるわけですの

で、いろんな商品を持っておられますから、ほかのところをやめてそこに１カ所にっていうこと

じゃなくって、それぞれの生産者の方の量だとか、いろんなどれぐらい出てくるのかっていうの
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も皆さんでお話しいただいて、本当にそういうことが可能であればぜひ町のっていうタイトルで

やってもらいたいなというのを思っているところでございます。

こういった新しい事業展開をするのには、よそ者、若者、ばか者が成功の鍵だというふうによ

く言われます。よそ者の外からの視点、それと若者のパワー、そしてばか者の恐れを知らないチ

ャレンジ精神、このよそ者、若者、ばか者、そういった方々で本気でこういった道の駅の構想を

真剣に考えていただきたいというふうに思っているわけです。

町長からいろいろ御答弁いただきましたので、私もすぐに施設だとかそういったものを、大々

的なものを建設すべきだというふうには思っておりませんけれども、やっぱり今回の予算にも上

がっておりますような地域おこし協力隊の皆さん、あるいは商工、観光協会のそういった皆さん、

あるいは先ほどありました農家、生産者の皆さんといろんな語らいの検討の場を持っていただき

ますようにお願いしたいというふうに思います。そして、ぜひそういう方向で進んで、あそこで

出勤の途中でもあそこへ寄ってコーヒーでも飲んで、大山を眺めながら米子に出勤していくとか、

そういった何かゆとりの施設ができれば私は最高かなというふうに思っております。あの田園地

帯のど真ん中ですので、本当に景観はいい場所です。何でも販売、販売じゃなくっても、無料の

お茶ぐらいをあそこで休憩された方にサービスするような、そういう南部町のおもてなしの心ぐ

らいはあってもいいんじゃないかなというふうに思うわけです。町なかからずっと抜けてきてあ

そこで一服ということで立ちどまってもらえれば、本当にありがたいことだと思いますし、あそ

こがガソリンスタンドでなしにゆとりのスタンドっていう形で踏みとどまって一服してもらえる

ことが私は夢を見るわけでございます。

最後に、この構想は、実はルートが決まって用地買収が始まった四、五年前ぐらいから私考え

て、温めておったプランでございまして、建設課の南部町道路ビジョンの中でも考えていたこと

であります。こういった場で日の目を見ることができまして、本当にうれしく思っておるところ

でございます。先ほど町長が、風を吹かせてアクションを起こすと、検討するというふうにおっ

しゃってくださいましたので、ぜひこの夢を実現させていただきますように、実現に向けて御検

討いただきますようお願いをいたしまして私の一般質問を終わります。ありがとうございました。

○議長（青砥日出夫君） 以上で、２番、三鴨義文君の質問を終わります。

○議長（青砥日出夫君） お諮りいたします。ちょうど中途半端な時間に入ってしまいまして、ど

うしたもんかと思うのですが、１時の再開でよろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
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○議長（青砥日出夫君） そうしますと、１時再開ということで休憩に入りたいと思います。

午前１１時２８分休憩

午後 １時００分再開

○議長（青砥日出夫君） 再開いたします。

午前中に続き一般質問を行います。

続いて、４番、板井隆君の質問を許します。

４番、板井隆君。

○議員（４番 板井 隆君） ４番、板井隆です。議長よりお許しをいただきましたので、通告

に従いまして質問をさせていただきますが、その前に、一昨日の町長からの所信表明で平成２６

年度一般会計予算は合併後最大規模予算の６９億１，８００万円で、国が進める経済対策と住民

の暮らしをしっかり結びつける予算として、子育て支援策を中心に生活密着型の、今までになか

った新しい施策を打ち出されたことは、南部町の今後の活性化に大きな波及効果が期待できると

ころです。ぜひ、町長のリーダーシップで強力に推進をしていただき、風を起こし、町民の暮ら

しに活力を与えていただきますよう、よろしくお願いしますことを最初に申し上げ、ＮＰＯ法人

スポｎｅｔなんぶの効果と支援について質問をさせていただきます。

先日まで冬季ソチオリンピックが開催され、日本選手の活躍に町民の方々も感動と感激でいま

だ興奮も冷めないことと思います。そして、あすから開幕されるソチパラリンピックのアルペン

スキーでは、３大会連続で出場されます鳥取市出身の谷口彰選手の活躍に期待をしたいと思いま

す。さらに、２０２０年に開幕が決定した東京オリンピック、パラリンピックと、今後スポーツ

熱は一層高まっていくと考えられます。

一昨年に設立された南部町総合型地域スポーツクラブ、ＮＰＯ法人スポｎｅｔなんぶが今年４

月より総合福祉センターしあわせの指定管理者として施設運営しながら法人運営を本格的に始動

することになりました。総合型地域スポーツクラブＮＰＯ法人は、行政主導から住民中心社会へ

と社会システムの転換が進んだことを背景に、いつでも、誰でも、どこでも、多目的、多世代、

多志向でスポーツや文化活動を楽しむことができる環境づくりの推進を目的として設立されまし

た。しあわせスポーツ施設を拠点とした総合型地域スポーツクラブＮＰＯ法人スポｎｅｔなんぶ

の躍進を大いに期待するところであります。

さらに、教育委員会は、南部町教育振興基本計画の教育方針に、生涯スポーツの充実による町

民の健康を図るとも掲げており、町民のスポーツ環境の充実をすべく中心的役割をスポｎｅｔな
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んぶは担っていただくことになると思います。このＮＰＯ法人スポｎｅｔなんぶに期待できる効

果についてまず伺います。

次に、総合型地域スポーツクラブは、さきにも申し上げましたいつでも、誰でも、どこでも、

会費などによる受益者負担の原則といった特徴でもありますが、南部町のように小さな町で独立

採算での運用は難しいのも現状であると思われます。質問提出時には、予算状況がわからないま

ま、また勉強不足でした。２６年度予算を見ますと、スポｎｅｔなんぶにも支援がされてはおり

ますけれど、このスポｎｅｔなんぶの今後の運営課題を何点か上げ、それぞれの行政支援につい

て伺います。

１つ目としまして、「ひと」の視点から。これは指導員、クラブマネジャー等の育成について

でございます。しあわせ施設内でのスポーツ指導員は、充実しておりますが、その他の新しいメ

ニューに対する指導員の育成と、法人の運営を担うクラブマネジャーの育成についてお伺いをい

たします。

２番目といたしまして、「もの」の視点から。これは、活動場所の確保でございます。しあわ

せ施設内での活動は、創意工夫により十分対応ができると思いますが、その他、公共施設の使用

についてお伺いをいたします。

３点目といたしまして、「かね」の視点。運営資金の確保でございます。しあわせの指定管理

料と、ほかに人件費等の支援が新年度予算で取り組まれているが、今後、助成期間終了後に運営

が大変になることも考えられます。運営は、受益者負担が原則ではありますが、住民は水と空気

同様、スポーツもただで提供される感覚があると思われます。ただ、一つここで補足しておきま

すけれど、このたび水道料金のいろんな話題も出ております。水のただというのは、水道料のた

だとは違います。水道料金での、例えばお店とか行ったときに最初に水が出てくる、これにはお

金は誰もかかっていないというふうに思って使われるという意味だというふうに御理解をいただ

きたいというふうに思いますが、長期的運営には利用者の確保が必要であると思います。そこで、

町民スポーツの参加について参加費に対する支援策などできないかをお伺いいたします。

以上、壇上からの質問とさせていただきます。

○議長（青砥日出夫君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） スポｎｅｔの御質問いただきましたが、答弁については教育長のほうか

らさせていただきます。また、後ほどの関連質問などは私もお答えさせていただきますので、よ

ろしくお願いします。

○議長（青砥日出夫君） 教育長、永江多輝夫君。
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○教育長（永江多輝夫君） 板井議員さんのスポｎｅｔなんぶに係る御質問にお答えをしてまいり

ます。

本町では、生涯スポーツ社会を実現し、町民の皆様の健康やスポーツ推進の核となる組織とし

て国が進めております総合型地域スポーツクラブを位置づけ、一昨年１１月にスポｎｅｔなんぶ

として設立がなされました。設立記念総会にお招きをいたしました元柔道のメダリスト谷本歩実

さんはその講演の中で、地域のスポーツクラブでの活動がオリンピックの金メダルにつながった

と話されました。世界で活躍する競技者の輩出もまた、もう一つの大きな目標になるのかもしれ

ません。ソチ冬季五輪の興奮が冷めやまぬ今、将来、南部町からメダリストが出る、そんな夢を

スポｎｅｔなんぶの取り組みを通して町民の皆様と一緒につくり上げていければ、願ってもない

ことであると思っております。

スポｎｅｔなんぶでは、昨年４月より会員募集を行い、各種スポーツ教室やイベントを開催し、

徐々にではありますが町民の皆様にも御認識いただけるようになったと思っております。こうし

た取り組み実績をもとに、その活動をさらに拡大し、より多くの町民の皆様に御参加、御利用い

ただくために、昨年１２月、特定非営利活動法人として認可を受けました。また並行しまして、

これまで南部町社会福祉協議会が受託をしておりました総合福祉センターしあわせの指定管理者

として、さきの１２月定例議会において御承認をいただいたところでございます。

さて、１つずつお尋ねにお答えをしてまいります。

まず、「ひと」の視点についてでございます。総合型地域スポーツクラブが効果的にその活動

を展開していくためには、人が重要な要素であることは私も同感でございます。しあわせで実施

していますプールやスポーツジムでの各種教室に加え、スポｎｅｔなんぶでの各種事業、さらに

は新たに企画する健康セミナーやイベントなど多様なプログラムを皆様に提供するためには、指

導員の資質や関連する技術の向上は喫緊の課題と考えております。また、御質問にありましたク

ラブマネジャーは日本体育協会等が認定するものでありますが、その業務は運営のかなめとして

の健全な経営だけでなく、利用される皆様のニーズや新しい企画の立案など、幅広い知識と発想

力、スポーツへの情熱を有する者であることが求められています。しかしながら、組織として誕

生して間もない状況下での指定管理を考えますと、現実的には管理運営と各種事業をこなしてい

くことで精いっぱいの１年目となるのではないかと考えています。日々の業務に支障が出ないよ

うに工夫しながらクラブマネジャーの役割を担う事務局長や指導員に、多様な研修の機会が確保

できるよう、国や県はもとより体育協会等の関係団体とも連携しながらしっかりサポートをして

まいりたいと考えております。
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次に、「もの」の視点についてでございます。まず、スポｎｅｔなんぶがしあわせの指定管理

を受託したことは、その活動拠点ができたということであり、将来的にも、また今後さらに認知

される上でも極めて大きな意味があると考えております。

次に、施設活用の面でありますが、町内には体育館やグラウンドなどの各種体育施設があり、

さまざまなスポーツ活動が展開されています。特に、夜間については、各種団体や個人の皆様が

定期的に使われる頻度が極めて高く、後発のスポｎｅｔなんぶは比較的あきのある昼間の時間帯

を使っているのが現状であります。こうしたことを踏まえ、利用が重なる場合は定期的に活動さ

れている体育協会やスポーツ少年団、各種競技団体等の皆様に指導していただいたり、場合によ

っては一緒に活動するなど、連携を模索しながら限られた町内施設の有効活用を考えてまいりま

す。大人から子供までの幅広い年齢層のスポーツ交流は、総合型地域スポーツクラブの趣旨から

しましても大いに進めるべきものでありますので、関係する方々の御理解をいただきながら取り

組んでまいりたいと考えております。

最後に「かね」の視点についての御質問でございます。スポｎｅｔなんぶの収入については、

利用料、指定管理料、補助金が主なものであり、支出は温水プールに係る光熱水費のほか、人件

費や事業費などとなります。本来、総合型地域スポーツクラブは行政主導ではなく、参加される

皆さんが運営にも参画していただく自立した欧米型地域スポーツクラブの姿を想定をいたしてお

ります。そのためには、一定の行政支援は必要であるとは思いますが、経営努力や受益者負担に

よる財政的自立を目指していくことが求められております。具体的には、議員の御質問にもあり

ますように、水や空気同様、スポーツもただという感覚から、スポｎｅｔなんぶは自分たちのク

ラブであり、みずからの健康を維持するために会費や利用料を払い、ともに発展していくという

感覚を利用者とクラブ側が共有することが大切であると考えております。

一方、利用料があることによって、利用者が増加しにくいとするならば、自主財源の割合が上

昇しないという結果を招きますので、利用料等の設定や会員数等を勘案しながら、利用料の支援

や町民の利用料を町外利用者と差異を設ける等の対応策を検討することも必要になってくるので

はないかと思っております。いずれにしましても、今後の運営に当たっては、日本体育協会の補

助金や各種助成制度を活用しながら創意工夫による自立経営を目指していただきたいと思います

が、同時に安定した経営と財政基盤を下支えする役割は引き続き行政が担うものと認識をいたし

ております。今後ともさまざまなお立場からスポｎｅｔなんぶを支え、見守り、育てていただき

ますようお願いをし、答弁とさせていただきます。

○議長（青砥日出夫君） 板井隆君。
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○議員（４番 板井 隆君） 御答弁ありがとうございました。これだけの答弁をしていただい

たんで、これ以上何か再質問するような内容がないくらい非常に答弁をしていただきまして、で

すが、せっかく時間をいただいておりますのでもう少し深く詰めてみたいと思いますので、お許

しください。

まず一番最初、きのうの質疑の中で、細田議員が国保のところで質問されたところが結構熱が

お互いにこう盛り上がったとこではないかなと思うんですが、特に今、医療費がそうやってどん

どん国保が上がっていく、一つの今の現状を抑えるために保健師さんとか町民課の保健係が一つ

になってやっていくんだという新しい構築をきのうも話を聞いたところですけれど、本当にそう

いった形でこの国保に対する医療費というものを抑えていく努力っていうのが本当にこれから必

要な状況になっていってるなっていうのを本当にきのうも感じたところなんですけれど、その前

の要するに予防というところですか、ということになると、やはり健康で元気でいつまでも年を

重ねていくということが一つの方策ではないかなと思うんですが、そういった健康という面から

いきますと、やはりこのたびスポｎｅｔという組織ができ、そして町民の皆さんにいつでも、誰

でも、やりたい、やってみたいスポーツが自由にできるというところからすると、非常にタイミ

ング的にも的を得た新しい形でのクラブではないかなと思うんですけれど、そういったところで

このスポｎｅｔという存在感を示していくというのが効果に一番にまず上げられるんではないか

なというふうに思ってるんですが、そういったことに対する今年度の思いとか狙いとか、何かそ

ういったものがあれば教えていただきたいなというふうに思います。

○議長（青砥日出夫君） 総務⋞学校教育課長、福田範史君。

○総務⋞学校教育課長（福田 範史君） 失礼します。総務⋞学校教育課長でございます。思いと

いうことでございましたけども、さまざま今おっしゃられましたように健康ということを考えま

す。特に昨今、成人病とかいうことを考えますと一次予防というような形で健康、自分たちの運

動とか食生活という部分に非常に着目をされている部分があるだろうというふうに思っておりま

す。そういう意味では、現在も昨年からやっておりますが、スポｎｅｔなんぶでもなんぶ健康ク

ラブというような形で昼間の時間にあいている、先ほど教育長の答弁でもございましたけども、

言いましたように、昼間、町民体育館がありております。その時間帯に集まっていただいて卓球

をしていただいたり、自分のペースでバドミントンを少ししていただいたり、で休憩していただ

くというような形で本当にみずからの体調を考えながら健康管理をしていただくというようなこ

とで一つは、そういう意味でも健康という部分になっていくんではないかな。今後の展開としま

しては、さらに病院とか関係の行政機関と連携しながら、本当に健康、食事とか、本当にもっと
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言うとストレスを減らすとか、いろいろさまざまあると思いますが、そういうあたりについて、

スポｎｅｔだけではできませんので、いろんな機関と連携をしながら町民の皆様に自分の健康に

ついて考えていただく機会とかそういう場を設定できれば、スポｎｅｔなんぶとしても有用では

ないかというふうに思っております。以上です。

○議長（青砥日出夫君） 板井隆君。

○議員（４番 板井 隆君） 福田教育課長の言われるとおりだと思います。きのうは町民生活

課、今の国保のところと、それから今の病院の前にある、と一緒になって健康福祉課と一緒にな

って新しいものをつくってはいっておられるんですけど、やはりそこに一つこのスポｎｅｔのメ

ンバー等も入れていただいて、ぜひとも予防というところの部分を担ったところをぜひあわせて

構築してもらって、連携を図っていったほうが町民のためにも大いになるんではないかなという

ふうに思っておりますので、ぜひともそういった効果の部分を引き出していただきたいなという

ふうに思います。

それと、あわせてなんですけれど、先ほど教育長の答弁の中にもあったんですけれど、スポｎ

ｅｔは後でできたものなので、例えば老人クラブのゲートボール協会とか、グラウンドゴルフ協

会とか、またスポーツ少年団、それから町にあります町の体育協会ですね、そういったものも含

めたところのつながりというんですか、も推進していかなくちゃいけないという、正直言ってま

だまだこれからどうしようかというところだと思うんですけれど、もうちょっと踏み込んだ連携

策とか、そういったような考え方があれば教えてほしいなというふうに思います。

○議長（青砥日出夫君） 教育次長、板持照明君。

○教育次長（板持 照明君） 教育次長でございます。もうちょっと踏み込んだ連携ということで、

そういう質問であると思いますけども、現在スポｎｅｔの教室の中で、例えばジュニアソフトボ

ールクラブとかグラウンドゴルフクラブですか、あとゴルフクラブ等、体育協会の方が指導者と

なっていろいろとお手伝いをしていただいております。今後そういう連携が、今は指導者とクラ

ブの生徒っていう関係でありますけども、もう少しもうちょっと深くかかわりを持っていけるよ

うな格好に持っていったらいいなというふうには考えております。

○議長（青砥日出夫君） 健康福祉課、伊藤真君。

○健康福祉課長（伊藤 真君） 健康福祉課長です。板井議員が連携という言葉を言われました

ので、補足説明ちょっとさせていただきます。

現在、スポｎｅｔの母体を社会福祉協議会という中におりますけど、４月から新たに独立して

いくというところで、現在、介護予防教室等を受けていただいてます。今後もスポｎｅｔのほう
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にお願いするという形になっておりまして、町長の答弁の中にもありましたけども、アミノイン

デックスのほうで低筋力の方を２６年度から対象にして介護予防というか健康教室等を一本ちょ

っと計画をして実施していく予定にしております。高齢者の体力低下というのも非常に介護の中

では重要な課題でありますので、スポｎｅｔのほうと協力していきながら新たな教室等をどんど

ん展開していくような構想もありますので、よろしくお願いしたいと思います。以上です。

○議長（青砥日出夫君） 病院事務部長、中前三紀夫君。

○病院事務部長（中前三紀夫君） 病院事務部長でございます。先ほど板井議員さんのほうから国

保の疾病分類というようなお話もございましたけれども、実は、先ほど健康福祉課長のほうから

も本院で実施をしてございますアミノ検診の関係で、実はこのアミノ検診、平成２４年度から実

施をしてまいりました。いよいよ２６年度が最終年度でございますけれども、実はこのアミノデ

ータというのは、いわゆる疾病分類で国保のほうでがん、それと筋骨格系の疾患、それと循環器

系という意味では糖尿病、高血圧等という疾病のいわゆるアミノインデックスデータの中にそう

いうリスクをはかるようなデータのほうが日本整形外科学会等で検証されておるというような状

況になりました。したがいまして、病院のほうでもそのアミノデータを活用いたしまして、これ

から健康福祉課、あるいは町民生活課の国保担当のほうと、まさに板井議員さんがおっしゃられ

ました予防という観点からそのデータを活用しながら推し進めていくということにしてございま

す。とりわけスポｎｅｔとの関係でございますけれども、先ほど健康福祉課長のほうが申し上げ

ましたように、２６年度からスポｎｅｔなんぶと協力をしながら病院、健康福祉課、ここでいわ

ゆるロコモティブシンドローム、この予防ということで事業を実施をしていくというような考え

方を取り組んでいくということにしてございます。以上でございます。

○議長（青砥日出夫君） 板井隆君。

○議員（４番 板井 隆君） ありがとうございました。各それぞれ関係しておられる部署から

意見をいただいて、本当にこのスポｎｅｔに対する何ていいますか、町執行部の皆さんの思いと

いうものも本当に大きいものだなと。ぜひとも私も町民の一人ですけれど、そういったところに

参加をしながら、私もさっきありました糖尿病、高血圧、全てを抱えておりまして、何とかその

克服に向けて、まずはスポｎｅｔに加入するのが一番なのかなというふうにも思ったところです。

先ほど伊藤課長のほうから話がありました、そういった人の部分をスポｎｅｔに指導的なとこ

ろを頼んでいくという話が出ましたので、ここで一つの質問であります「ひと」の部分について

ちょっと話を進めさせていただければというふうに思います。

先ほど伊藤課長が話しされた、今スポｎｅｔのメンバーの中で、健康運動指導士の資格を持っ
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た方が３人おられるというふうに聞いておりまして、多分そういった方々が中心になって、そう

いった健康に対する生活習慣の予防をするためのそういった健康水準を保持、増進することを目

的として個人個人の心身の状態に応じた運動プログラムを作成ができるという、そういったよう

な資格を持った方が３人おられるわけなんですけれど、そういった方々のやはり知恵、そして行

動力がないとなかなか成り立っていかない部分もあるんではないかなというふうに思ってるんで

すけれど、これは教育委員会のほうからなのか、それとも伊藤課長、健康福祉課長のほうからか

はわかりませんけれど、そういった方々の存在、そしてその方々の育成っていうものについては

どのように計画などもしておられるのか教えていただければというふうに思います。

○議長（青砥日出夫君） 総務⋞学校教育課長、福田範史君。

○総務⋞学校教育課長（福田 範史君） 失礼します。総務⋞学校教育課長でございます。人の育

成についてという御質問いただきました。先ほど教育長申し上げましたが、できてスタートして

間もない、本当でやっていくのが精いっぱいの１年になるんではないかということを我々思って

います。その中で、しかしだからといって育成をしなくてもいいということではないと思ってお

りますので、現在おられる方が持っておられる資格、それからインストラクターの方３名であり

ませんので、皆さんが共有できる資格、それからＡの方が持っておられる資格と違う資格をＢの

方が持たれるというような形で組織として力を持っていくことが必要ではないかと。その中で順

次体力をつけながら、じゃあ少し余裕ができたので来年はＣさん行ってください、次の年はＤさ

ん、分割受講してくださいいうような形で、組織としてそういう資格を有するという形で向かっ

ていきたいというふうに思っております。以上で終わります。

○議長（青砥日出夫君） 板井隆君。

○議員（４番 板井 隆君） ありがとうございました。確かに１年目だから運営と行事をやっ

ていくことが手いっぱいになったということかもしれませんけど、実際行うそこの職員の人は、

今からがスタートではなくて、今までもずっとそういったことをしてきておられる経験者なわけ

です。そういった方々は、やはりまずはこういったクラブにかわる、社協の職員からスポーツク

ラブの職員にかわっていくというまず不安もあるんじゃないかなと思うんです。そういった方々

の不安を解消してやる気を起こす、その部分というのはやはり今現在では行政がそういった指導

的役割をしていただかないと、その不安の払拭ってなかなかできないんではないかなと思います。

私、この質問するときに何人かの方々、その職員の方々とも話をさせていただきましたけど、そ

んなに内容的に大きく変わることはないので仕事に対してはそんなに不安というものはないんだ

けど、これからというものに対する不安のことを話をしておられた方もあります。やはりそうい
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ったところを払拭して、仕事に対してやらなくちゃいけないところをしっかりと見詰めていける、

そういう状況にしていくっていうことができるのが今でいうと行政ではないのかなというふうに

思うんですけど、どんなもんでしょうか。

○議長（青砥日出夫君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） 町長でございます。スポｎｅｔが発足をいたしまして、新しい風を起こ

してこの南部町にスポーツの振興や普及が図られたら本当にこの上ないことだと思っております

し、私自身もこのスポｎｅｔといいましょうか、社会体育については以前からずっと長い間御質

問もいただいておりまして、ようやくこの日の目を見たなということで大変喜んでいるわけです。

そこで、今おっしゃる人の問題なんですけれども、一応町のほうでは、３年間をめどに支援を

していきたいというように思っております。いつまでも町が支援し続けるというわけにもこれは

いかないと思います。したがって３年間は今の皆さん方の給与面などを支援をしていこうという

ように思っておりますが、その間にスポｎｅｔ自身も自立の道を歩んでいただきたいと思います

し、それから町のほうはそういう支援もなんですけれども、仕事をつくってさしあげるというこ

とが大きなまた支援にもなるのではないかと。先ほど伊藤課長も中前君も言いましたけれども、

やっぱりアミノインデックス検診などを通じた高齢者の介護予防事業など、そういう仕事をスポ

ｎｅｔのほうに担っていただくというようなことで、いわゆる恒常的に一定の収益がないとこれ

続かん話でありまして、これを税金でやるのかという、あるいはまたそのような介護保険の中で

の介護予防事業などに求めるのか、いろいろありますけれども、そういう多様な中から自分たち

で自立していく道というものをやっぱり探っていただかんといけんと、このように考えておりま

す。

スキルアップをしていく分については、やっぱり最初はなかなか職員のスキルをどんどん上げ

ていくというようなことにまで資金が回らないのではないかというように思っておりまして、そ

ういうみずからのスキルを上げていくような人材育成の部分については町のほうもしっかりと支

援をしていきたいと、このように考えているところです。

○議長（青砥日出夫君） 板井隆君。

○議員（４番 板井 隆君） ありがとうございました。やはり今の世の中っていいますか、資

格っていうものが大変必要な世の中になってきて、資格を持ってればやる気があろうがやる気が

あろうがなかろうがというようなところもあるかもしれませんけど、今から自分の職を持って資

格をそれに対して取りに行くということに対しては、多分将来的にも十分につながっていくもの

だというふうに思いますので、ぜひとも町長言われましたスキルのアップのための支援等があり
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ましたらば、絶大的な応援をしていただきますようによろしくお願いをいたします。

そして、次に場所の問題です。先ほど私も最初に質問で話しましたように、今の執行部のほう

からも話がありました、しあわせっていうところが施設の提供する場所でもあり、クラブを動か

していく拠点、施設というものが最初から与えられて、そういった中でいっていくという面にと

っては他にありますスポーツクラブよりは相当条件的にはいいものを持って出発ができるという

ふうに思っておりますけれど、やはりそれプラスいつでも、どこでもということになってきます

と、そこだけではやっていけない部分というのがあって、先ほど教育長の答弁の中では、夜間に

ついてはどうしても今まで使っているスポーツ少年団とかそういったところがあって、なかなか

入り込むことは難しい。ただ、その中で今度はやってる方々が指導者となっていただいて、そこ

にまた新しい人が参加していくというようなものをつくっていきたいというような話がありまし

た。確かに、もうそれのほうが逆に言えば近道ではないかなというふうに思うんですけれど、た

だ、やはり最終的にはこのスポｎｅｔというものが、今度は三角の頂点に立っていただいて、そ

の下にスポ少があり、体育協会があり、それぞれ個人でやっておられるところがあるというのが

最終的には理想的な形ではないのかなというふうに思うんですけれど、そういった中でを考えな

がら場所の選定の仕方っていうんですか、今例えば町体とかは年に１回ですか、希望な日を決め

て、ダブったときにはくじ引きか何かで決めておられるんでしょうか、それともどういった決め

方かわかりませんけれど、そういった中で、例えばそこにぽんとスポｎｅｔが入っていくってい

うことはまず可能なんでしょうか。

○議長（青砥日出夫君） 教育次長、板持照明君。

○教育次長（板持 照明君） 教育次長でございます。現在も町民体育館の場合は毎月調整会議っ

ていうものを行って、その中で一応予約をしていただいたりということをしております。今現在

スポｎｅｔのほうもその調整会議のほうに参加をされて、基本的には毎月第何曜日っていうのは

決まってますんで、活動自体がですね、ある程度優先的に施設のほうは使っていただくような格

好で今運営のほうはしております。

○議長（青砥日出夫君） 板井隆君。

○議員（４番 板井 隆君） ありがとうございます。この間、町文書の中の配付の中に入って

おりましたこのスポーツメニューですね、こうやって見ますと、やはりスイミングとかしあわせ

の中を使うことは結構自由になってるんですけれど、それ以外のところがやっぱり遠慮した形の

ものだなというふうに感じて見ております。内容的にはこういろいろなメニューがあって、非常

にすばらしいメニューにはなってるんですけれど、そうすると、こういった中でいくと若い方が
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仕事終わってから参加をしたいとか思ってもなかなか参加ができない、どちらかといえばさっき

まで話ししてた健康を維持する、予防するというような中での参加の方を狙った内容なのかなと

いうような気もしておりまして、やはり若い方もスポｎｅｔなんぶに参加をして、若い方ってい

いますか子育て世代ですね、現役で仕事をしている方々といいますと、やはり仕事が終わってか

らそういった体を動かしたいというところでは、スポーツジムはしあわせがあるんですけど、バ

ドミントンや卓球やバレーとか、そういったことを含めて体を動かしたいというときの施設には

ちょっとまだそういった内容が薄いんじゃないかなというふうに思っている。それは多分使う場

所ということで、やはりそこに壁があって踏み込めない。もちろん一遍にたくさんのメニューを

とれば、今度は指導する方のことも考えなくちゃいけませんので、大変だとは思うんですけれど、

このメニューについてそういったところで苦慮をされてる部分っていうのがスポｎｅｔの事務局

のほうにもあるんではないかなと思いますが、執行部としてはどういうふうにそこを感じ取って

おられるんでしょうか。

○議長（青砥日出夫君） 総務⋞学校教育課長、福田ヒトシ君。

○総務⋞学校教育課長（福田 範史君） 総務⋞学校教育課長でございます。

○議長（青砥日出夫君） もとへ、範史君。

○総務⋞学校教育課長（福田 範史君） ありがとうございます。読みにくくて済みません。

先ほど議員御指摘のように、本当にスポーツは従前より体育協会さん等を初め、さまざま、本

当に南部町の方々は活発に活動をしていらっしゃいます。その中で、確かに後発で出てまいりま

したので、かき分けて場所をとるというわけにも当然まいりません。しかし、おっしゃいますよ

うに、じゃあスポｎｅｔはスポｎｅｔ、体育協会は体育協会、スポ少はスポ少というようなこと

をしていたんでは、本来総合型地域スポーツクラブということで地域がみんなでというところに

は一向に入っていけないという、そこのところが非常にスポｎｅｔさんにしても我々にしてもジ

レンマを抱えるところではございますが、先ほど申し上げましたが少しずつ、例えばある競技で

体協の方とスポ少、例えばバスケット、一昨年からバスケットはスサノオマジックに来ていただ

いてクリニックもしているんですけども、そういうところに今はスポ少バスケだったりするんで、

そこに体協も来ていただいたりとかいうことで今度は交流試合があるような、交流の場も持てる

ようなことも伺っておりますので、そういう形で一緒にやっぱり活動していく、限られた場所で

すので、区切るとどうしても使えないという部分になるので、一緒に例えばＡコートを使って大

人ばっかりが試合をしている。Ｂコートでは大人と子供がエキシビジョンをやっているというよ

うな形でさまざまな一つのスポーツであるとするならば、同じ会場でおせも子供も一緒に汗が流
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せるような形に、多分、総合型地域スポーツクラブを立ち上げる当初はそういう絵が、壮大な絵

が描かれていたんですが、実現まで少し時間がかかったのでまず立ち上げようということで立ち

上げましたので、これから本来の目的でありますそういう異年齢、または異種目も含めてですが、

そういう交流の場が持てるように少しずつこう、１カ所ずつでもやっていきたいというふうには

考えております。以上です。

○議長（青砥日出夫君） 板井隆君。

○議員（４番 板井 隆君） 本当にすばらしい考え方で、多分それが１つずつでも実現をして

いけば、このスポｎｅｔというこの一つの組織が、私が最初に言ったその三角の頂点に立つこと

ができて、それで初めてスポｎｅｔの本領が発揮できるんだなというふうに思います。それぞれ

のスポーツの中で、やっぱりオリンピックでも５つの輪があるように、つながりが全てできると

思いますので、焦らずに少しずつスポｎｅｔのやってる趣旨を今現在それぞれの地域、団体でや

ってる方々にも理解していただきながら一つになっていただければ本当にいいなというふうに思

っておりますので、ぜひともいつまでも支援といいますか、そういった面での支援は欠かさず目

を見張っていただきまして、側面での後押しをしていただきますようによろしくお願いいたしま

す。

さっき場所について言ったんですけど、もう一つ人材のことを言い忘れておりましたので、ち

ょっと一つ返らせていただきますけれど、先ほどスポーツ指導者をふやしていくという中で、人

材バンクというのが、今回の予算書の中に事業の中の一つで新規ということでスポーツ指導者の

人材バンクというのがうたってありました。これは多分さっき言っておられたそれぞれのスポー

ツをやっている団体の方々の指導者をこう、スポｎｅｔに入ってもらってというような趣旨では

ないかなとは思っているんですけれど、そのように捉えておいてよろしいでしょうか。

○議長（青砥日出夫君） 総務⋞学校教育課長、福田範史君。

○総務⋞学校教育課長（福田 範史君） 総務⋞学校教育課長でございます。人材バンクは一般的

によく使われる言葉でありますけど、本当に指導者の方をいろんな場面で御活用させていただい

たりいろいろお声かけをさせていただくのにある程度手元に持たせていただく中で、さまざまお

声かけをさせていただいて、先ほどの話のように、例えば少年団でやるんだけど、審判が欲しい

よとか何々が欲しいよというようなときに、やっぱりそういうバンクという形でお声かけをさせ

ていただくもとになるものであればというふうに考えております。以上です。

○議長（青砥日出夫君） 板井隆君。

○議員（４番 板井 隆君） ありがとうございました。多分、こういったところをしっかりと
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行政で支援をしていけば、多分先ほど言ってた一つのクラブと、それからスポｎｅｔとが、スポ

ーツ団体とのつながりっていうのが多分早くつながりができるんじゃないかなという気がしてお

りますので、ぜひともここの部分を町としてはしっかりと支えていただきたいなという気がいた

しております。

それからもう一つですけれど、今のそのスポーツクラブのクラブマネジャーです。これも長い

間社協のほうで、こちらスポーツ部のほうをずっと責任を持ってやってきた方ですので、それな

りのもう知識と知恵といいますか、状況の判断もでき、いろいろと職員の方の指導も今まで以上

にできると思うんですが、そのクラブマネジャーという部分について、県とかの研修会とかもあ

ったりとか勉強会とかもあったりするとは思うんですが、大体どのような感じであるのか、それ

とも年間で何回とかっていう形であるのか、わかれば教えていただけませんでしょうか。

○議長（青砥日出夫君） 総務⋞学校教育課長、福田範史君。

○総務⋞学校教育課長（福田 範史君） 総務⋞学校教育課長でございます。クラブマネジャーに

つきましては、日本体育協会を初め、さまざまな団体が一緒になって認定をしている団体で、正

式に言いますと、これを取るにはかなりの日数が必要になります。県でやるようなのは、その一

部分だけをやるとかいうことはあるんですけども、資格としてきちんと取るためには中央研修の

ような形で２開催ぐらいだったでしょうか、日数をとられますので、先ほど申し上げましたよう

に、当初からかなめとなる方がそこに何日間かということにはなりませんが、当然そういう資格

は必要であるというふうに思います。それから、今後日本体育協会の助成等をこのスポｎｅｔは

受けていく中で活動を展開していきたいと思っています。そのためには、クラブマネジャーも必

置ということになっておりますので、その辺については、段階的に取っていく中で、今既に実力

的には持っていらっしゃる方であっても、資格ということになりますとまた違いますので、その

あたりはきちんと資格を持っていただいて、日本体育協会の助成が受けられるという形に持って

いきたいというふうに思っております。以上です。

○議長（青砥日出夫君） 板井隆君。

○議員（４番 板井 隆君） ありがとうございました。私も議員になって５年になりますが、

やっぱりここにいるだけではなかなか知恵も知識もできません。年に何回か滋賀のほうまで行か

せてもらったりとか、研修にも出させてもらっておりますけど、やはり外で見る、外のことを知

る、それからほかの地方の議員さんとも接したりする、それからこの間も行政視察とか行ってき

ましたけど、そういったところに出ていって見る、聞く、知るということは、非常に勉強になり

ます。当然皆さんもわかっておられることなんですけれど、やはりそういった部分をしっかりと
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時間も与えていただいて、クラブマネジャーの育成をぜひやっていただきたいなというふうに思

います。

そして、最後にお金の部分なんですけれど、これについては最初言いました、町のほうからも

本当にしっかりとした支援をいただいております。ただ、先ほど町長からも話がありました３年

間の時限支援ということでございます。それまでに自主努力して自立をしていただきたいという

こともあったんですけど、やはり最終的にその３年たった後、また３年目に目指すまででもいい

ですけれど、町民の方からは、先ほど言いました水と空気ではないんですけど、スポーツに出る

のも無料なんだと、町のスポーツに出るのに何でお金が要るんだという意識がまだまだ植えつい

ております。やはりそういったところのフォローをしていく部分というところも必要であり、教

育長のほうからは、将来的には考えてみなくちゃいけない部分なのかもしれないということだっ

たと思うんですけれど、私はやはりそういったところをまずは少しずつでもいいから早目に支援

をしていただいて、町民の方が参加をしやすい、そういった環境づくりというものを進めたほう

が３年後の結果がまた将来につながる状況、その間に町民の方にも認識をしてもらっていくとい

う時間もあるんではないかなと思います。今、３年で終わりました、じゃあ３年後には今度は町

民の方に支援をしましょうでは、そのときでは遅いような気もするんですけれど、そういった考

え方というのはどうなんでしょうか。

○議長（青砥日出夫君） 総務⋞学校教育課長、福田範史君。

○総務⋞学校教育課長（福田 範史君） 総務⋞学校教育課長でございます。お金だということで

ございます。当然支援という部分と、それから答弁でも教育長が申し上げましたけれども、本当

に利用料を取って、スポｎｅｔでも立ち上げのときに、ことし、去年、一昨年立ち上げたとき、

１１月から３月まで実は無料ということで試験期間、体験期間ということで無料で実施をして、

いろんなイベントとか会を開催いたしました。ところが、昨年募集をしたときには、例えば２０

人おられた方が１５人になられた。やっぱりそのお金を払うっていうことになると少し会員が減

るというような実態も確かに現実問題としてございます。そのあたりのところで、そのバランス

をとるということは当然考えていかなければいけないことだと思っております。その辺では先ほ

どもありますが、やっぱりいかに魅力あるメニューを皆様に御提示できるのかというあたり、お

金を払って、自分の先行投資なんだけど健康にとか、子供の運動に、それから昨今ソチオリンピ

ックがありましたけども、南部町ではスノーボード選手権の全国大会に出場した武海君という看

板も上げておりますけども、そういう高校生もおりますので、本当にそういう部分を考えると、

お父さん、お母さん方にもスポｎｅｔなんぶについて御理解をいただき、本当で町民皆さんで盛
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り上げていただくというような形でさまざまな情報をもっと発信しないといけないという部分も

あると思いますが、その辺を全部あわせながら、結局３年間まで何もしないよということではな

くて、本当に教育委員会としても考えながら一緒にやっていきたいというふうには思っておりま

す。以上です。

○議長（青砥日出夫君） 板井隆君。

○議員（４番 板井 隆君） ありがとうございました。１２月ですか、資料をいただいたとき

に、しあわせの利用人数というのの資料、利用金額なんかも含めてですが、これは販売数と書い

てありますから多分チケットを買われた方のことで料金が出てくるので、利用人数とは直接どう

なのかなという気はしますけど、それでも年間２万３，０００人という方がしあわせを利用して

おられる。これは町内外問わず使っておられると思うんですけれど、やはりそういったところの

実績があり、これからそのスポーツというものを生かして町民の方を健康にしていくという、本

当に大きな組織ができたというふうに思っております。ぜひともこのスポｎｅｔなんぶにスポー

ツの中心的な役割を果たしていただきまして、この冬でしたか、中学生の福田君がマラソンで県

の中学生代表で出場しました。それから、今度３月、今月の終わりには西伯小学校のスポ少バレ

ーが全国大会にも行きます。そして、さっき言われたように、よく看板があそこの小学校の前と

か役場の前に次々新しい名前の方、子供さん、中学生さん、学生さんがどんどん名前が出てきま

す。教育長の言われたメダリストも夢ではない、南部町から出ることも夢ではないというふうに

思いますので、ぜひともそういったものも含めて、健康も含めて中心的な役割としてＮＰＯ法人

スポｎｅｔなんぶが中心になっていくように、ぜひとも末永く支援をしていただき、協力をして

いただきますようにお願いをいたしまして質問とさせていただきます。以上です。ありがとうご

ざいました。

○議長（青砥日出夫君） 以上で、４番、板井隆君の質問を終わります。

○議長（青砥日出夫君） ここで休憩をしたいと思います。再開は１時２０分。ごめんなさい、２

時２０分。

午後１時５９分休憩

午後２時２０分再開

○議長（青砥日出夫君） 再開いたします。

引き続いて、一般質問を行います。
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続いて、１番、白川立真君の質問を許します。

１番、白川立真君。

○議員（１番 白川 立真君） １番、白川です。議長の許可を得ましたので、上段より質問をさ

せていただきます。

質問事項につきましては、土曜開校についてです。

質問の趣旨及び背景については、全国的に子供たちの土曜日の過ごし方がテーマになっており

ます。現在の週５日制は、ゆとり教育に重きを置いたものと思っております。先日、教育委員会

が実施した保護者様への土曜開校についてのアンケートでは、週５日制の趣旨は実現されていま

すかとの問いに、半数の方が実現されていない、またどちらかといえば実現されていないと答え

ておられました。そして、この土曜授業、どのような内容が望ましいですかとの問いでは、社会

体験、自然体験学習や学力向上などが高いニーズとなっておりました。この社会、自然体験学習

と学力向上のテーマは別々に存在しているものではなく、共通の基礎石の上に存在しているもの

と考えております。この共通の基礎石とは、どんなものでありましょうか。私たちはこの社会の

中で生かし生かされ暮らしていく中で、目には見えにくいですが生きる力を感じ、また認めてい

ると思っております。では、生きる力とはどんなものでありましょうか。本来、子供たちは生き

抜くためにあらゆるものを学び取る力を持って生まれてきております。この力をさらに引き出す

ことが課題の一つであると思っております。そこで、２点について質問をしたいと思います。

１点目ですけども、当町における土曜授業はどのような趣旨なのか、また子供たちの将来像に

ついてはどのような姿を想像し、また期待しておられるのか伺いたいと思います。

２点目は、２６年度は試行的に行われるわけですが、具体的にどのような施策で行うのかを伺

いたいと思います。

以上、２点について壇上より質問をしたいと思います。では、よろしくお願いします。

○議長（青砥日出夫君） 教育長、永江多輝夫君。

○教育長（永江多輝夫君） 白川議員さんの土曜開校に係る御質問にお答えをしてまいります。

まず、本町における土曜開校はどのような趣旨か、子供像をどう描き、どのような期待を持っ

ているのかとのお尋ねでございます。

平成１４年度から始まった学校週５日制の完全実施により、土曜日における教育活動は大きな

転換が図られ、学校、家庭、地域が連携して子供たちに社会体験や自然体験などを経験させ、み

ずからが学び考える豊かな人間性、たくましく生きるための健康な体など、子供たちに生きる力

を育むという趣旨のもと、地域や公民館、スポーツ少年団などでさまざまな取り組みが進められ
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てまいりました。しかしながら、完全実施から１０年が経過する今日、この間の教育基本法の改

正や学習指導要領の改訂、子供たちの生活実態や抱える課題、さらには社会の変化に目を向ける

中で、折しも国や県が土曜授業を積極的に支援する動きが出てまいりました。こうしたことを背

景としまして、本町が抱える学校課題の解決や目指す子供像の実現、さらには本町教育の一層の

充実を念頭に、学校における土曜開校の是非について喫緊に検討すべき課題といたしたところで

ございます。また、このことは学校週５日制を含めて、将来の南部町を担う子供たちの本町の教

育のあり方を見直すいいタイミングでもあると考えたところでございます。

まず、土曜開校についての基本的な考え方であります。本町の教育が目指す、心豊かな自立し

た子供の育成を実現するため、学校教育においては土曜開校をコミュニティ⋞スクール制度導入

による新しい学校づくりの一環として位置づけ、その理念である、子供は地域の宝、地域の子供

は地域で育てることの一層の深化、具現化を図るとともに、地域や町ぐるみで子供を育てる環境

づくりを促進をしてまいりたいと考えております。

その柱となる考え方としましては、１つ、先ほども申し上げましたように、コミュニティ⋞ス

クール制度を活用した学校づくりをさらに深化させ、地域立とも言うべき学校の姿をより具体的

に目指したいと考えております。

２つ目には、学校を核とした豊かな教育環境の創造であります。学校週５日制の趣旨を尊重し

つつ町の課題を中核に据えた、ふるさとに学ぶ学習の充実に取り組みたいと考えております。

３つ目には、真に生きる力の醸成ということでございます。地域の皆様のお力をおかりしなが

ら、子供たちがみずからの生き方をより具体的にイメージできるよう、キャリア教育の一層の充

実に取り組みたいと考えています。

こうした３つの取り組みを柱としながら、土曜日に移行する授業の充実や、学校課題への積極

的な取り組み、平日の教職員のゆとりの創出等を絡み合わせ、土曜開校に取り組んでまいりたい

と考えております。

次に、具体的にどのように実施するのかとのお尋ねでございます。議員も既に御承知のように、

初年度は試行年度と位置づけ、土曜日に学校が授業をすることの成果や課題をより具体的に整理

をしてまいりたいと考えております。具体的な回数としましては、月に１回、４月、９月、３月

を除いて年間９回を予定いたしております。土曜日ですので、午前中扱いとし、給食はございま

せん。土曜開校で取り組みます授業の内容としましては、総合的な学習の時間や特別活動などの

時間を総時間数の約５割程度、国語や算数といった学力向上に向けての教科の学習などが約３割

程度、そして残りの２割程度をふるさとに学ぶ学習やキャリア教育に係る時間としたいと考えて
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おります。なお、教職員の休日振りかえにつきましては、原則長期休業中に指定日を設定して対

応をしてまいります。

土曜日は、平日に比べると地域の皆様の参加を得やすい曜日でもあります。学校公開やゲスト

ティーチャーによる授業、地域に係る学習等、地域とともに子供を育てる取り組みがより充実し

ていくことが期待されます。また、これまで行事や総合的な学習の時間確保のために窮屈になら

ざるを得なかった週時程に余裕を持たせることが可能となりますので、土曜開校は授業時数の安

定的確保や平日の授業の一層の充実といった効果も当然なければならないと考えております。ま

た、平常の教育課程に縛られない柔軟な教育活動が実施できることや、子供と保護者がともに学

べる機会がふえること、さらには地域の皆様初め、平日ではつながりにくい方々ともつながれる

こと等から、まさに土曜開校は学校、家庭、地域によるさまざまな教育活動の充実に極めて有効

であり、より豊かな特色ある教育活動が展開できるものと期待をいたしております。

学校週５日制の趣旨を踏まえ、土曜開校を通じて子供たちに求められる多様な学びを保障でき

る新しい学校づくりを目指してまいります。引き続き御理解と御支援を賜りますよう、よろしく

お願いいたします。

○議長（青砥日出夫君） 白川立真君。

○議員（１番 白川 立真君） そうしますと、再質問をさせていただきたいと思います。

その前に、本来この土曜日というのは今まで休業日だったところを授業日にするわけですので、

中には保護者の方から、今までどおりの授業とは少し違うのではないかと思っておられる人もお

られるので、ちょっと確認をしたいと思いますけども、今までどおりの授業と性格的には全く変

わらない授業だと私は思っております。これでよろしいでしょうか。

○議長（青砥日出夫君） 総務⋞学校教育課長、福田範史君。

○総務⋞学校教育課長（福田 範史君） 総務⋞学校教育課長でございます。議員がおっしゃられ

ましたとおり、今までの月曜日から金曜日の授業と同じ教育課程内いうことで、要するに出席と

いう扱いをしております。以上でございます。

○議長（青砥日出夫君） 白川立真君。

○議員（１番 白川 立真君） 先ほど課長から今までどおりの授業と全く性格が同じ、内容につ

いてはいろいろ検討されるところがあるかもしれませんけども、そうなんだということでした。

そうしますと、もちろん連絡をせずに欠席をしたりということは、これはいけないことだという

ふうに思って。

そうしますと、もう１点だけ確認をさせてください。例えば、スポ少や部活などの大会が重な
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った場合、これはどういうふうに捉えたらよろしいんでしょうか。お願いします。

○議長（青砥日出夫君） 総務⋞学校教育課長、福田範史君。

○総務⋞学校教育課長（福田 範史君） 総務⋞学校教育課長でございます。議員さんから御質問

ございました今まで休みであった土曜日に当然スポ少とか部活動の練習試合等も組まれておりま

した。来年度、南部町が試行ということで土曜日を開く際に、じゃあそういう大会と重なったら

どういうふうになるかいう御質問ではないかというふうに思っておりますが、まず、スポ少と部

活では少し、中学校では異なりますので、分けてお話をさせていただきたいいうふうに思います。

スポ少に関しましては、きょう午前中でも議員さんの御質問にお答えしたとおり、２５％ぐら

いが現在スポ少に加入しているという状況がまず一つございます。その中で、スポ少には各種、

県のスポーツ少年団のほうが主催をする大会もあれば、民間の冠の大会とかさまざま、練習試合

とか、さまざまあります。来年度は試行期間ということで、月１回という形で教育長が答弁いた

しましたように年間９回やるわけですが、今現在スポーツ少年団のほうへ大会とダブる日がない

のかということを今確認をしているところであります。試行期間ということですので、多少そう

いうこともあるかなと、それはその都度個別に対応をしていきたいいうふうに思いますが、原理

原則といたしましては学校があいている、開業日ということで学校がある日という扱いで原則行

っております。

それから、中学校の部活動につきましては、部活動は本来、教育課程内で今現在やっておりま

すが、学校が行われる日に部活動の試合っていうことは持てないということになりますので、原

則はないというふうに思いますが、部活動に関しまして、今までは土曜日に練習試合等を、いろ

いろ試合が近づくと他市町村の学校と練習試合もやっておりました。そうすると、南部町の学校

は土曜日やっているんだけど、どっかの中学校はやっていないので、今までだったら土曜日に練

習試合ができたんですけども、今度はこの週はできないということが南部町の中学校においては

発生するわけですが、月１回ということですので、あとの３週はあるわけですので、そのあたり

で日程調整は学校の顧問等にお願いをしていくというふうに考えております。

試行年度ということで、本当にこの土曜開校につきましては、２５年の後半ぐらいから一気に

話が進んでまいった感がありますので、さまざまな関係団体、スポ少さんでありますとか、その

ほかいろんな各種団体さんには少し連絡が遅くなったなというところはありますが、その辺は調

整をしながら進めてまいりたい。来年度以降につきましては、早い段階で皆様に日程をお知らせ、

お示しして、そういうブッキングというんですか、ぶつかることがないような時程で、とにかく

子供たちがせっかく活動しているのに出れないっていうのも困るし、かといって学校があるよっ
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ていうことなので、そのあたりを調整しながら進めてまいりたいというふうに思っております。

以上です。

○議長（青砥日出夫君） 白川立真君。

○議員（１番 白川 立真君） 臨機応変にやっていただけるというふうに認識してよろしいでし

ょうか。

そうしますと、先ほど教育長の御答弁に対して二、三、再質問をさせていただきたいと思いま

す。

まず、趣旨といいますか、教育委員会のサイドではこの土曜開校という捉え方、これは子供た

ちに自立力を養わせというんでしょうかね、養ってもらい、そしてＣＳ、コミュニティ⋞スクー

ルさんと共同し、地域を取り込んだ学校づくりをしていくというふうに私は感じました。そして、

多様な学びの場になるような形になったらいいなというふうに思っておられる。これでよろしい

でしょうか。お願いします。

○議長（青砥日出夫君） 教育長、永江多輝夫君。

○教育長（永江多輝夫君） 教育長でございます。どの角度からお話をすることがいいのかなと思

っておりますが、現実に学校は今、月曜日から金曜日まで開いておりまして、授業をいたしてお

ります。現場はどういう声が出てきておるかといいますと、大変忙しい、よく教職員の多忙化だ

とか、多忙感だとかいうような表現をされるわけでございます。そういう現実があると同時に、

さまざまな学びが学校現場に期待をされる、そういう時代、社会になってまいりました。工夫を

しながら月曜日から金曜日の中でそういうことにきちっとやっぱり対応しないといけないという

ことが原則だろうと思っていますけれども、同時に、もうこれ以上工夫もしようがないじゃない

か。一方では、いじめの問題だとか不登校、たくさんの課題を抱えながら日々学校が動いている

わけであります。そういう意味では、やはり一つの解決策としては物理的にそこのところを少し

広げて、さまざまな課題や問題に対応していかないけん、これが一つの選択肢だというぐあいが

一つ考えたところであります。

それから、たくさんの課題、学校へ期待するところがあるわけでありますけれども、一つやは

り、子供たちが義務教育期間を終えて、高校生、大学生、あるいは社会人、どうその子供たちが

みずからの人生を切り開いていくのか、そういうものをやはり義務のころから、より具体的に子

供たちが考えていく。そういう教育を、算数が何点国語が何点ももちろん大事なことではありま

すけれども、そういう力をきちっとやっぱりつけていくことに力を注いでいかないと心配な面が

たくさんあるということで、答弁の中でも申し上げましたように、生き方教育みたいなものを、
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やはりそういう土曜日を上手に使いながら、少し授業時数としては延びるわけでありますが、年

間、新年度の場合は２７時間ようけになるわけでありますけれども、そういうその本町の教育委

員会として、ぜひ子供たちにこの力をつけていかないけんということの授業といいましょうか学

びを、きちっと時間数をふやすことによって保障をしていきたい、そういう気持ちが大変強うご

ざいます。以上です。

○議長（青砥日出夫君） 白川立真君。

○議員（１番 白川 立真君） 教育長のほうから、生き方教育をする場というふうにおっしゃい

ました。これは私も大変共感をしております。

実は国のほうも、今、教育長が言われました生き方教育というところにスポットライトを当て

られていると思っております。これ文部科学省の土曜授業に関する検討チームというのが、これ

諮問機関だと思うんですけども、中間まとめで昨年の夏ごろでしたでしょうか、豊かな教育環境

を提供してその成長を支えましょう。そしてそれは誰がするんだ、学校、家庭、地域の全ての大

人が連携して役割分担にしながらやってみようじゃないかということ、諮問機関のほうから言っ

ておられます。

この諮問機関は土曜日の子供たちの土曜日の過ごし方の調査とかいろんな調査をされて、最終

的な報告として、設置者の主体的な判断で土曜日に授業を実施することができるように明確にす

るよう学校教育法施行規則の改正を行う、とまで言っておられます。どこが変わったんだろうと

思って僕も見たんですけども、これは第６１条、休業日のあたりも入っているのかなと思います。

ここでですね、テレビを見ておられる方もおられるんで、学年期間というのが子供たちにはある

と思うんですよ。これは４月１日から翌年３月３１日までのこの１年間がある。そしてその中に

は休業日というのが設けられている、休業日が。これは、じゃあいつなんだということになると、

国民の祝日がまず当たります、これ休もうよと。そして土曜日、日曜日もお休みしよう。そして、

教育委員会が定める日もお休み。これは夏休みとか冬休みなんかが入ってくるんだと思います。

そして、ここなんですけど、それ以外は授業日なんだというふうに僕は思ってるんですけど、こ

れで間違いないでしょうか。

○議長（青砥日出夫君） 総務⋞学校教育課長、福田範史君。

○総務⋞学校教育課長（福田 範史君） 総務⋞学校教育課長でございます。先ほど議員が申し上

げられましたように、施行規則の中に述べてありますように、祝日及び土日が休業日、それから、

長期休業中について定めることができる。その他、特別に学校が認める場合と学校長が認める場

合というようなことで、今までも、例えば土曜日は休みなんですが、参観日とか運動会をする。
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そうすると代休措置ということで違う日を休みにするということで、今までそういう扱いをして

子供たちが休日に出ることもあったんですが、これは代休を設ける、ほかの休みをとるいう形で

したので、今回のこの土曜授業、土曜開校と呼ばれますものは代休措置を設けないいうことが大

きな違いであります。

ですので、今までの運動会と同じじゃないかって思ってらっしゃる方があるかもしれませんが、

基本的に今までのような運動会でありますとか参観日のようなときには土曜日に１日出たら次の

月曜日とか、場合によっては違うかもわかりませんが、ほかの日を休みにすることで子供たちの

休日というものをこの土日ということで確保をしておりました。土曜開校につきましては、休業

日を設けないということが大きく違っておりますので、そこのところは多分、法律ではなかなか

読み取れないところかなと思いますので、そういう形で実施をしていきたいというふうに思って

おります。以上です。

○議長（青砥日出夫君） 白川立真君。

○議員（１番 白川 立真君） そういう貴重なお時間を使って学校そして地域、家庭が一緒にな

って三位一体で子供を育んでいこうよという号令を国がしているんだなというのを感じました。

今、大変速いスピードで変わっておりますこの社会の変化の中で、この教育の策というのは多

様なニーズが求められております。行政人と鳥は策で「なく」という言葉があったかどうかわか

りませんけども、練って練って練り上げたものでも、またいつしか時間がたっていくとさらに高

いものをまた求められていく、大変なお仕事だなというふうに感じております。

さて、この土曜授業ですけども、恐らくこの南部町が県内でも最初にやられるんではないかな

というふうに思います。そうした取り組み、取り組むことで子供の授業環境が変化すること、こ

の変化することに不安を感じている保護者の方もおられるかもしれません。しかし、教育委員会

の取り組み姿勢というものを見ますと、県内でも群を抜く教育に対する情熱のあらわれだと思っ

ております。当町の教育委員会は、熱く燃える教育人の結集体であることが見てとれるんではな

いでしょうか。保護者の皆様の感じておられるその不安というのも、一過性に終わるのではと思

っております。

今、義務教育期間にある子供たちですけども、心も体も今ぐんぐん成長をしております。まだ

まだ幼い子供と思っていましても心は本人たちも気づかない変化が起きていると考えます。それ

は、大人や社会に対する視点ではないかなと考えております。今までは大人が言うことは正しく

当然だと信じて疑わなかったのに、そうじゃないかもしれない、また、自分ならこうしたいとい

うような自我の目覚める時期だと思っております。人は大人になっていくとき必ずこの道を通り
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ます。そして、大人への階段を上り始め、まさに今、子供時代という殻を割って自分の足で歩こ

うとしている時期ではないかなというふうに思っております。だからこの時期は大切なんです。

まだ未熟でいろいろ迷いがある中で、迷ってもいいんだよ、失敗してもいいんだよと、そこから

学ぶことはこれから先、人生の役に立つことがたくさんあるんだよと励ましてあげる環境、この

環境が非常に大切なんだなというふうに考えております。そうやって悩んだり苦しんだりしても

自分でしっかり立ち上がることができたとき、人は自分自身にちっちゃくても確固たる自信を持

ちます。これが生きる力だと思っております。

当町では、学校、家庭、地域が三位一体となって生きる力を引き出す情報やヒントを、みんな

で共有し合ってやっていければいいなというふうに思っております。私が少しこの中で気になっ

ていることがありまして、この学校、地域、家庭の中の家庭のほうなんですけども、私も２人の

子供がおる父親ですけども、ここの三位一体になってやる中で、この家庭というところが学校の

部分と地域の部分がこれからさらにぐんぐんぐんぐん勢いを増していくといいますか、そのとき

に家庭の部分がどれだけついていけるんだろうか、ついていかなければなかなかその一体で動く

ことが難しい。それはいろんな理由もありましょう。そういうところは学校教育長、この家庭と

いうとこにちょっとスポットライトを当てていただいて、どういうふうに感じておられるのか、

お願いします。

○議長（青砥日出夫君） 教育長、永江多輝夫君。

○教育長（永江多輝夫君） 家庭というところでということでございますけれども、いろいろな場

面で子供たちの教育を語る、意見交換をする、必ずどっか最後、親はみたいな話で、そこに落ち

ていくみたいなところが非常に現実的に多くあるなということは感じております。どのような支

援をしたりどのような仕掛けといいましょうか、そういうことをしていくことによって、やはり

家庭でなければできないこと、あるいは家庭の中でしか培うことのできない子供たちの力という

ものもあると思っておりますので、そういう意味で、今年度４月１日から家庭教育専任の方、国

のこれ補助事業でございますけれども、配置をさせていただいて、今、家庭教育、家庭のほうを

支援をしていく体制をどのようにしていくのかということで整備を進めているというところでご

ざいます。

あとは、少し気になっていますのは、やはりＰＴＡという組織が、白川議員さんもそうであり

ますように私もかつてはＰＴＡの一会員であったりしております。やはりどうもこのあたりが学

校の変化や、あるいはその時代の変化、あるいは本町の場合にはコミュニティ⋞スクール制度を

導入した新しい学校づくりをしていく、そういう変化があるにもかかわらず、ずっと比較的同じ
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ような形態の中で活動がなされている。やはりこのあたりのところもＰＴＡを取り巻く環境の変

化、情勢の変化に対応して、ＰＴＡ活動のあり方、組織体制のあり方、そんなものをやはり見直

しをしていくということも大事なのかな、そんなことを感じているところであります。以上です。

○議長（青砥日出夫君） 白川立真君。

○議員（１番 白川 立真君） 恐らく当町だけでなく、全国の中にもたくさんのこの自治体が同

じような課題テーマというのを持っておられるというふうに思っております。その中でちょっと

参考までに、歌人、歌を詠む方ですけど俵万智さんていう方がおられます。新聞やテレビでたま

にお目にかかるんですけども、私もファンでして、俵万智さんは福井県の御出身ですね。こうい

ういろいろ本も書かれておられるんですけども、その中でこういうふうに言っておられます。

自分は中学校のときに大阪府から福井県に転校した。そして、初めて行った福井県に最初はび

っくりしてしまった。そこは一昔の昭和がたくさん、いい部分ですけどね、一昔の昭和がたくさ

ん残っている町だった。この県はいい意味で、おせっかい過ぎるおじいちゃん、おばあちゃんが

たくさんおられて、自分が大阪時代に過ごしていた環境とはもう全然違うものだった。家庭とい

うものを形成しているその個人ありますよね、赤ちゃん、子供さん、お父ちゃん、おばあちゃん。

この個人個人というのが家庭という、どういいましょうか、殻の中にばっかり入っているんでは

なくて、どっちかというと、みんながこの殻を中から突き破って横のつながりをつくっていって

いた。そういう町というか県といいますか、そういう特性があるんだそうですね、この福井県と

いうところは。だから、人と人がつながるこの細胞というのが横へ横へどんどん広がっていき、

いつしかおじいちゃん、おばあちゃんたちがお父さんお母さんを支援をする。助ける。自分のお

じいちゃん、おばあちゃんではなくて違う方の、地域の方が若い者たちを支えていく、そういう

町になっているということを言っておられました。

私も最初何のことなんだろうかなと思ったら、今、この南部町が取り組んでおります学校、地

域、家庭の三位一体で取り組む学校教育といいますか、これを福井県はそのときやっていたとい

うことなんだろうと私は感じまして、ああ、これは南部町いい方向に今、向かっているんだなと

いうのを実感をしております。そして、俵さんが言っておられますけども、自分の行ったところ

は大変自然が豊かで教育に関する価値観が物すごいシンプル、そしてぶれない、教育の理念がぶ

れないということです。そして、みんなで教育を考え楽しんでいる町なのです。そして、産業が

本当に少ないんです。子供たちを育む教材が財産になったのは産業が少ないからこそ、この教育

というものを町の産業にしようとしてこの自治体自体がみんなで、さっきも言いました、手と手

シナプスがつながっていくように、ずっと横に横につながっていったそうなんです。そして、今
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の教育しやすい自治体をつくっているんだということをおっしゃってました。

今、福井県は全国学力調査とか体力調査で、課長も御存じだと思いますけど、もちろん全国ト

ップレベル。大都会の大阪、広島市、東京都みたいに勉強、勉強、塾、塾、塾では全くない、本

当に南部町とよく似たような町が全国常にトップである、というのも大変興味を引きまして、先

ほどから申しております三位一体のみんなでやる教育。そしてそこと比べるとどうしても、あら、

うちのほうはここがと思ったのが家庭だったんです。福井県の場合、福井ばっかり例に出して申

しわけないんですけども、お父さんお母さんが自分が殻から出て、地域の人に学ぶ姿勢が常にあ

る。自分は常に教えてもらうという気持ちにみんなが持っておられる。ええなあと思いました、

これは。これは南部町の若い親御さんにもこういうことを伝えたいなというふうに思っておりま

す。

そういった子供と保護者さんが同じ場に立って、同じ目線で生きる力を学ぶ授業が年に１回で

もどこかでできたらいいんじゃないか、じゃあその授業は一体どこでと言いたいわけでございま

すけども。簡単に言いますと、一つの例えば外でもいいです。お父さん、お母さんと子供が生徒

です。こっち側にいます、生徒側で。そして、教えられる講師の方、先生が真ん中に入っていた

だいてやるような生きる力の授業というものがあったらいいなというふうに思っております。恐

らくそういう授業では子供さんの目線から見て、私こんなところがお父ちゃんに言われてすごく

傷ついたんだとか、そういうようなこともしも言う子供がおられるかもしれません。そのときに、

ほかの親御さんたちはあることに気づくんじゃないかなと。ああ、私も自分の子供に言ったこと

がある、そんなことをずっと気にしていたのかとか、みんなで共有ができる。こういうこともあ

ちらの親御さんやちが自分から言い出してやってみよいやということで、少しずつ小さいところ

からやっていった成果が今の福井県。

福井県はおもしろいアンケートがいっぱいありますもんね。どこが一番住みたいかという全国

アンケートで、自分とこが一番いいと言ったの福井県ですもんね。そういうような授業ができれ

ばと思っておりますけども、親と子が一緒に生徒になってする授業、これについてはどう思われ

ますでしょうか。課長、こういう案ですけど。

○議長（青砥日出夫君） 総務⋞学校教育課長、福田範史君。

○総務⋞学校教育課長（福田 範史君） 総務⋞学校教育課長でございます。福井県は確かに全国

的にも非常に、今、注目をされている中で、先ほどありましたように本当におじいちゃん、おば

あちゃん世代が子育てに参画をしていらっしゃいます。私も一度行かせていただいたことがあり

ます。そういう意味では、現在核家族化が進んでおりますけども南部町はこういう地域ですので、
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本当で地域で３世代なのかなと。うちの家は核家族なんだけど地域、近所にはおじいちゃん、お

ばあちゃんもおられるし、そういう意味では地域で、おせの背中を魅せよう町民運動もやってお

りますけども、そういう意味で本当に地域全体でやっていくという部分は、福井県と似たところ

があるのかなと。

あと、新聞報道ではいろいろありましたけども、福井県が一番多いのは、実は宿題の量が一番

多いというような話もあったり、ただ、福井県はそこまでは頑張るんだけどその後がなかなかと

いうようなところで、いろいろやっぱり自治体にはそれぞれ抱える悩みもある中で、間違いなく

今の子供たちに生きる力というものが、いろんな考え方はあると思うんですけども、人間関係を

つくる力とか、情報活用能力、未来を設計する力、自分の意思を決定する力のような集合したも

のが恐らく生きる力であるとするならば、そういうのを例えば、今、議員さんがおっしゃられま

した、親子で学ぶ場とか３世代とか、例えば会見小学校が芝生化しましたけども、あの芝生の上

に３世代が集うとか、そんな中でいろんな授業が展開されるとか、ふだん、なかなか、お父さん、

お母さん方は参観日に忙しい中を時間を割いておいでいただきますが、やはり子供は授業を受け

ている、お父さん、お母さんは参観しているいう部分がありますので、ああいう部分でも少し親

子で一緒に学ぶような機会を仕掛けるとかそういうあたりではあります。

私ごとであれですが、ついこの間、法勝寺中学校の新入生の説明会に行って、ちょうどちょっ

とお話をする時間があったんですが、保護者の方と子供が隣同士に座って私の話を聞いていただ

いたんですが、そんなときでも隣同士で話してくださいよと言うと、親子で話をされながら私の

話を聞いてくださいました。そういう部分で、本当に親子で一緒に成長していく、子供の成長に

合わせて親も成長していっていただく機会というのも、教育委員会とか学校とかいうところが、

つくるとこは今までは社会の中にいっぱいそういう部分がありましたけども、本当に今、お父さ

ん、お母さん世代が多忙な中、地域でのそういう機会が減った中、学校というところがそういう

ことの仕掛けをする場でもあるし、そういう意味では、土曜授業、土曜開校というのもそういう

新たな学びの場を提供できる一つではないかなというふうに思っております。以上です。

○議長（青砥日出夫君） 白川立真君。

○議員（１番 白川 立真君） ありがとうございました。

先ほど、保護者の皆さん多忙だと言われましたけども、保護者を代表して言いますけども、子

供のためだったら実は何でもどんなこともできるんですね、親っていうのは。だから一生懸命参

加していただけるというふうに、そういうチャンスがあればというふうに思っています。

最後になりましたけども、こうやって学校、地域、そして家庭に後押しされて育まれる子供が
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やがて大きくなります。そうしますと、今皆様が座っておられるそこの執行部席にも座る子供た

ちもたくさんいるでしょうし、こちらの議員席にも座る子供たちもたくさんいるでしょう。彼ら

が意見を出し合って高め合って、さらにいい町を育てていってくれると信じております。さらに

もう少し大きなことを言わさせていただきますと、この鳥取県の中核になるような人材も育つん

ではないかなというふうに期待をしておりますし、ここまで言ったらもう最後は、この日本国の

中核を担う人材も出るのではないか、もうさらにここまで言ってしまったら、内閣総理大臣もこ

の町から出したいという夢を見ながら一般質問を終わりたいと思います。

○議長（青砥日出夫君） 以上で、１番、白川立真君の質問を終わります。

○議長（青砥日出夫君） 続いて、６番、景山浩君の質問を許します。

６番、景山浩君。

○議員（６番 景山 浩君） ６番、景山浩でございます。議長にお許しをいただきましたので、

２つの項目について質問をさせていただきます。

まず１点目、体験型観光の推進について伺います。

さて、本町では今年度、観光振興を図るために、食や自然、農林業を初めとした里山の営みな

どを観光資源として捉えた資源の発掘と商品化に関する調査研究に着手されています。今議会で

上程されています新年度一般会計予算では、少子化、人口減少対策がその大きな目玉として位置

づけられ、さまざまな施策展開が予定されていますが、地域が発展する少なくとも存続し続けて

いくためには、まず第一には適度な数の住民が住んでいて、適度なにぎわいや活気があることが

必要です。そして、適度な数の住民が生活していくためには、その住民が安心して暮らしていけ

るだけの収入を得られる経済活動の基盤があることが求められます。

国内での生産活動が盛んで、企業誘致等にとって比較的容易にこれらの課題を解決することが

できた昭和の時代とは異なり、今日、地域が生き残りを図っていくためにはあらゆる方面での創

造的な取り組みが求められており、体験型観光は非常に有望な選択肢の一つと言われています。

このエコツーリズム、グリーンツーリズムとも呼ばれている体験型観光の広がりは、観光価値が

高い史跡や建物、山や海などを有しない、いわゆる観光地とは呼ばれていないごくごく一般的な

田舎町でも工夫次第で観光を地域産業として獲得できる可能性を与えてくれるものだと思われま

す。

いよいよ来年度には、本年度の調査研究活動の結果を踏まえた具体的な取り組みが始まろうと

しております。本町の体験型観光の推進体制が効果的に整備され、事項的な計画実施が図られ、
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そして目に見える成果が上がることを期待して質問をいたします。

１、当町で観光政策を進める目的をどのようにお考えでしょうか。２、観光政策の全体ビジョ

ンをどのように構築されているのでしょうか。３、体験型観光の推進体制をどのようにされるお

考えでしょうか。４、観光振興策の目標をどのように設定され、その効果をどのように評価され

るお考えでしょうか。

次に、通学路の安全対策について伺います。

交通事故や不審者問題など、児童や生徒の通学にまつわる問題は長年の懸案事項です。議会も

町政に対する要望事項の一つとして、この通学路問題を指摘し続けております。一般質問でも幾

度となくされてきた問題で、道路や施設の設置や配置等交通環境の変化もあって抜本的な解決策

が難しい問題でもあります。自主的な取り組みとして、各地域振興協議会による青パトなどの見

回りや通学路沿線の住民の皆さんによる見守りや声かけなど、ソフト面での取り組みは充実して

きており成果も上がってきていると思われます。しかし、このソフト面に比べて道路施設などの

ハード面においては、予算等のさまざまな制約もある中から、なかなか目に見えた進展がうかが

えないように感じています。平成２４年度には亀岡市などの登下校中の児童が死傷する事故の連

続発生を受けた通学路の緊急点検も実施されたこともあり、我が町の通学路の実態や問題箇所の

把握はなされていることと思います。

最初の質問でも述べましたが、子供たちは私たちが将来を託すべき非常に大切な存在です。子

供たちの日常の安全確保、そして、その一分野としての通学の安全は大人である私たちが責任を

持って確保していかなければならないとの観点から質問をいたします。

１、児童生徒の通学上の問題点としての、通学路のふぐあい箇所等の現在の把握状況はいかが

でしょうか。２、それぞれの箇所ごとの年次的な改善状況や今後の改善計画などはどのようにな

っているのでしょうか。

以上、壇上からの質問を終わります。御答弁よろしくお願いします。

○議長（青砥日出夫君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） 景山議員さんの御質問にお答えをしてまいります。

本町の観光政策を進める目的はどうかとの御質問でございます。この先、人口が減り少子高齢

化が進む中、本町が目指すべきは交流人口の拡大ではないかと思います。

御承知のとおり、南部町としてスタートしてからことしで１０周年を迎えます。合併当時に策

定した南部町まちづくり計画の中で、多様な交流を活性化の手段として、住民の福祉向上をまち

づくりの根底に置き、自然を生かし、さまざまな触れ合いのある、住民が豊かさを実感できる町
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を目標としまちづくりを進めてまいりました。

観光の推進は交流人口の拡大に大きく貢献します。観光は産業の裾野が極めて広く、総合的な

戦略産業とも言え、そのポテンシャルは限りなく大きいと思います。交流人口を増加させること

によって産業を活性化、発展させ南部町の魅力を向上させていくことで、南部町に興味を持って

いただき、住みたいと思ってもらえる町をつくっていきたいと思います。このことで活力と魅力

のあるまちづくりが実現できるものと考えております。

次に、本町の観光政策の全体ビジョンはどうかとの御質問でございます。先ほども申し上げま

した南部町まちづくり計画では、６つの将来像を掲げております。その中で、人々が触れ合う交

流のまちづくりと働く人々が充実する産業のまちづくりの２本柱のもと、豊かな自然環境を生か

した滞在型、交流型の観光推進が求められます。

一方で町外に目を転じれば、各市町村ごとにそれぞれの特徴を生かした観光政策が進められ、

厳しい誘客競争も繰り広げられており、町外の人々から南部町の観光地域が選考されるよう競争

力も高めていかなければなりません。このような中、本町ではプロモーション活動を戦略的に一

層強化することが必要であり、民間力も取り込んだ観光協会を中心に、人員体制の強化も図りな

がら観光政策を進めていきたいと思います。

なお、南部町まちづくり計画もことしで１０年目を迎えることから、観光政策も含めた新たな

町政のビジョンについて、２６年度に見直しを行うことにしております。

次に、体験型観光の推進体制はどうかとの御質問でございます。今年度から新たに取り組みを

始めた体験型観光推進事業については、１２月議会の板井議員からの一般質問の中でもその取り

組みについてお答えいたしましたが、この事業は国の緊急雇用創出事業を活用し事業者が失業者

を新規雇用した上で、南部町版の新たな観光戦略を構築することを目的に事業を実施してまいり

ました。今年度はファーストステップとして、地域内への働きかけを主とし、この事業の受託事

業者さんが町内をくまなくめぐり、体験ツアーの実施などによる体験型観光の機運の盛り上げと

ワークショップや検討会を開催しながら、幾つかの体験プログラムの造成や観光マップの制作に

取り組みました。この取り組みの中間発表という意味も込めまして、１１月３０日土曜日にＮ－

１ぐらんぷりを開催し、お宝部門では町の名人、達人であります宝人の紹介、ワークショップの

開催状況のほか、さまざまな体験型観光コース等について御紹介させていただきました。

最近では、先月２３日に体験プログラムのモニターツアーも兼ねて、新たに天津で組織された

なんぶ神話ガイドの会主催の「大国主の再生神話歩き」を、琴浦町や松江市などの遠方からの参

加者を含め約４０名の方々に御参加いただき、御好評をいただいたところです。体験型観光は、
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いよいよ来年度から本格的に動き始めることになるわけですが、先ほども申し上げたように、観

光協会を中心に人員体制を強化しながら、町外に向けてのプロモーション、体験メニューの申し

込み受付、受け入れ先団体等との調整やモニターツアーの実施などに取り組んでいきたいと思い

ます。

なお、具体的な取り組み体制は、南部町観光協会に、誘客のノウハウや専門的な知識をお持ち

の観光プロモーター１名と、主に町内での受け入れ体制整備や誘客に伴う調整などを行っていた

だく方１名を配置するほか、国が財政支援する地域おこし協力隊として都市地域から１名を受け

入れ、町としては合計３名の人員強化を図り、本町の観光行政を強力に進めていきたいと思いま

す。追って、滞在型の観光を進め経済的な効果を上げるためには、智頭町などが実施されている

民泊の仕組みも必要ではないかと考えており、先進地の取り組みも参考にしながら、体験型観光

の一層の充実を図っていきたいと思っております。

次に、体験型観光等の観光振興の目標の設定と効果の評価方法の質問でございます。議員御指

摘のとおり、観光政策を進める上での目標の設定や効果の測定は大事なことだと思いますが、現

時点では具体的な数値目標は掲げてはおりません。しかし、町の主要な観光施設である赤猪岩神

社やとっとり花回廊、緑水園などについては、少なくともその利用者数が現状以上になるよう、

当該施設や地域住民の皆さんと協力してまいりたいと考えております。

なお、数値でははかり知れない目標もあると思うわけであります。お越しいただいたお客様や

それをお迎えした住民の皆さんの満足度も非常に大切な指標だと考えますので、今後、満足度調

査のためのアンケートや意見交換などの内容や手法について、検討してまいりたいと思います。

体験型観光の推進は、まだつぼみの段階でございますが、季節もこれから春に向かいます。町

民の皆さんのお知恵や御支援をいただきながら、子供たちの笑顔のような満開の花が咲くような、

引き続き咲くように引き続き努力をしてまいりたいと思いますので、今後とも御協力と御支援を

賜りますようによろしくお願いいたします。

通学路につきましては、教育長のほうから答弁をさせていただきます。以上でございます。

○議長（青砥日出夫君） 教育長、永江多輝夫君。

○教育長（永江多輝夫君） 通学路の安全対策について、お答えをしてまいります。

まず、児童生徒の通学路のふぐあい箇所等について、現在の把握状況はとのお尋ねでございま

す。児童生徒の登下校の安全対策につきましては、道路管理者、警察、学校、保護者等が相互に

連携、協力し合いながら通学路の安全点検を実施し、危険な箇所を確認するとともに、道路管理

者や警察等関係機関と一体となった安全対策を継続的に実施をいたしております。
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また、登下校の安全につきましては、地域振興協議会の交通安全パトロールや見守り立ち番、

防災行政無線による見守り啓発など、地域の皆様の絶大なる御支援と御協力により、近年大幅に

安全性が高まりつつあると認識いたしております。しかしながら一方、全国的には各地で登下校

中の児童生徒が巻き込まれる痛ましい交通事故が発生しているのもまた事実でございます。本町

では、一昨年、道路管理者、行政、警察、学校が連携し、保護者などの協力もいただきながら通

学路の安全点検を実施をし、１８カ所の危険箇所について再確認をいたしました。その後、この

点検結果をもとに、関係機関に改善策や予算措置の要請を行い、対応してきたところであります。

今後も引き続き、通学路に係る安全施設の点検や危険箇所等の把握については、学校、保護者、

地域の皆さんと連携しながら進めてまいります。

また、通学路における防犯灯の整備につきましては、毎年の町ＰＴＡ連絡協議会からの御要望

を伺いながら、地域振興協議会からの行政要望として改善を図っている状況でございます。さら

に通学路の見直しについても、学校や保護者の皆様の御意見をお伺いをしながら、より安全な通

学路の確保に努めてまいります。

次に、それぞれの箇所ごとの年次的な改善状況や今後の改善計画等はとのお尋ねでございます。

先ほど申し上げましたように、平成２４年度に実施しました安全点検結果に基づく危険箇所１８

カ所につきましては、初年度に西伯小学校前バス停の防護柵の改良、寺内地内の道路改良に伴う

歩道の設置、安全標識の設置などを行っております。今年度につきましては、横断歩道の塗り直

しや減速マーク、区画線の設置など改善要望のありました箇所について、全て実施される予定と

なってございます。

今後につきましても、ふぐあい箇所が新たに発見された場合には、速やかに関係機関と連携し

ながら対応し、安全⋞安心な通学路の確保に配慮してまいりたいと考えております。

○議長（青砥日出夫君） 景山浩君。

○議員（６番 景山 浩君） それぞれの項目につきまして、御返答いただきありがとうござい

ました。

それでは、１点目、２点目、順番に従って再度質問させていただきたいと思います。

まず、体験型観光ですが、今年度の調査研究を踏まえて、具体的に可能性が見出せた、例えば

体験メニュー、プログラムとかツアープラン、そういったものがどういった報告が上がってきて

いるのかというもの、最終的な報告はもしかしたらまだなのかもしれませんけれども、おおよそ

のところで結構ですので、もう少し具体的なところでお聞かせいただければというふうに思いま

す。
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○議長（青砥日出夫君） 企画政策課長、矢吹隆君。

○企画政策課長（矢吹 隆君） 企画政策課長でございます。今年度の取り組みの状況というこ

とでございます。今回、緊急雇用ということで委託業者さんのほうにお願いをして、いろいろと

地域振興区、それから住民の皆さん、集落も含めて、いろんな方とお話、打ち合わせ、連携しな

がら進めてきていただきました。体験型観光といってもプログラムのタイプもたくさんございま

す。特に、一般的に言われてます自然系、ネーチャーですね、そういったことの中でのプログラ

ムのタイプもございましょうし、あとは、生活文化、それぞれの地域ごとの生活もさまざまある

でしょうし、もしくは歴史もあるでしょう。そういったこともいろいろ感じながらツアーなり体

験もしていただいたというふうに思います。

中でも実体験としては、例えば奥日野なんですが、そこのたたらですね、そういったこれ町外

でもあるんですが、そういうところ実際に実体験もしていただきました。今年度ちょっと、モデ

ル的にやってみようというようなこともありましたので、そういったことをこれからの参加者２

１名の方に御参加いただいて、そういう御経験もしていただきましたし、それから学生さんなん

かも含めて、これ合計４３名の方に御参加いただいて南部町の開校体験、それからイノシシ肉を

実際バーベキューで召し上がっていただいたと、ような取り組みをやっていただきました。

それから、やはり先進的な土地もたくさんございますので、その中でも、東部のほうにありま

すが智頭町にも行きまして、これも２０名ほどの参加をいただきましたが、森林体験ツアーとい

うようなことで森林セラピーといいましょうか、そういったことを体験もしていただきました。

それから、それらも踏まえまして、先ほどの町長の答弁のほうにもございましたが、「大国主

の再生神話歩き」ということでこれは２月の２３日の日曜日ですが、この体験型観光事業を使っ

て地元の天津のなんぶ神話ガイドの会の皆さんに主催になっていただいて、これも町外の方から

もたくさんの方に御参加をいただいて始めたところでございます。

ちょっとまだ、これをこれからどういうふうに具体的に展開していくのかっていうのはこれか

らなところもございますが、現状ではいろいろ南部町内にある資源、これを皆さんで再発見して、

少し経験をしてみんなで勉強しようというような取り組みを２５年度はしてきたというようなこ

とでございます。以上です。

○議長（青砥日出夫君） 景山浩君。

○議員（６番 景山 浩君） 緊急雇用ですし、丸々１年も多分ない期間で、商品化といったよ

うなところまでなかなか、多分私も行き着かないことだろうなというふうに思います。来年度、

今回上がってます予算で観光協会の体制を充実をさせて進んでいくということになりますと、２
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６年度、来年度はそのいろんな商品化、企画案をつくる取っかかりのところで２５年度はやった

ということになると、まだ売る商品を獲得できていないという状態から３名増員体制で何をまず

やっていかれるのかといったところ、どのようにお考えかお聞かせください。

○議長（青砥日出夫君） 企画政策課長、矢吹隆君。

○企画政策課長（矢吹 隆君） 企画政策課長でございます。先ほど申し上げましたように、こ

の体験型観光事業というのは２５年度に始めたところでございます。正直申し上げまして、２６

年度にまず何をやろうかということもこれから考えていくことになるのかなというふうに思って

ます。ただ、やはり２５年度、今年度してきた実績、それから物もそうなんですけど、やはり人

と人とのつき合いといいましょうか、地域の盛り上がりといいましょうか、そういったことを今

年度は積み上げてきたつもりでございますので、それをどういった商品にするのかどうか、そう

いったところはそういった方々といろいろ意見交換もしてきたもんですから、それも改めてこの

観光協会で体制強化をしてきた人、そんな方と改めてつくり込んでいきたいと、そんなように考

えております。

○議長（青砥日出夫君） 景山浩君。

○議員（６番 景山 浩君） いろんなところでこの体験型観光既に取り組まれてまして、成功

事例と言われるものもかなりたくさんのものが出ております。いろんなところを見ておおよそ共

通するのが、責任を持って全体を統括管理をしていく機能と、それと、一つ一つの体験とか売り

出す商品、そういったものをつくり上げていく機能、それと、それを売りに行って実際に売って

くる機能。この３つがそろってるところが大体成功してるところの共通点なのかなという気がし

ております。

そうすると２６年度に、この３つの機能とも効率的というか有効的に作用できればいいんです

けれども、まずその商品をつくっていくところが一番重要なのかなと。ですので集中的にそこの

ところをやらないと、売るものがない状態ではちょっと売りにも行くことがなかなか難しいのか

なというような感じが、今の御答弁を聞いてて少し感じたんですけれども、そこら辺はどうでし

ょうかね。

○議長（青砥日出夫君） 企画政策課長、矢吹隆君。

○企画政策課長（矢吹 隆君） 企画政策課長でございます。まさに議員が今おっしゃったとお

りだと思います。

繰り返しになるかもしれませんが、今回、体制強化をしようとしてるのが、観光協会のほうで

２名増員をして取り組んでまいりたいと思ってます。観光協会と申しますとこれ御案内のとおり
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だと思いますが、事務局はもちろん役場にもあるんですが、その構成メンバーは町内の民間の企

業さん、観光施設もあわせたところの民間の企業さんのお力で構成されております。したがいま

して、今、議員がおっしゃったように、ものをつくり上げる、それからものを売る、やはりそう

いったところは観光協会のそういった皆さんとの協力、連携ですか、そういった中で仕上がって

いくんじゃないかなというふうに思います。

その中でも、お一人、観光協会で体制強化する観光プロモーターという方ですが、この方はや

はり誘客のノウハウをお持ちの方で、過去にもこういう観光の実績があるような方、そういった

方を、今、想定してございます。ですから町内、外といいましょうか、そういったところに打っ

て出るようなそういった施策を、その方を中心に観光協会と一緒になって拡大していければいい

んじゃないかなというふうに思います。

○議長（青砥日出夫君） 景山浩君。

○議員（６番 景山 浩君） プロモーターの方がプロデュースをする、プロモーションすると

いう体制をとっていくということですけれども。プロデュースをする、いろんな要素を結びつけ

てより魅力のあるものにしていくということでいえば、そうですね、体験型ですので自然体験、

農業体験、生活体験、行事の体験といったような体験物、それとか農家の民泊ですとか、あと、

前の質問にも出てましたけれども、直売所ですとかいうものもあるでしょう。いろんな町内に散

在している地域資源を組み合わせていってつくり上げていくといったようなことが考えられると

思います。

農家の実際の私たちがなかなか気づかなかったものが、観光の商品として再構成することがで

きますよというところまで、２５年度では突っ込んだ取り組みっていうのはどうもできなかった

ようには感じるんですけれども、農家の営みとかそういうもの余りまだ手がつけられていない部

分じゃなかろうかなというふうに思います。これは私が勝手に思ってるだけのことかもしれませ

んけれども、昔ながらの作業とか、そういったものっていうのが取り上げられていないがゆえに、

非常に、もし商品化することができれば競争力があって商品価値の高いものになるんじゃないか

なというふうに思います。

ちょっと話はぼんと飛んじゃうかもしれませんけれども、この観光行政、交流人口の拡大です

とか人口減少の対策というところからスタートして、雇用や産業を生み出すという産業政策的な

ことが目的だというふうに冒頭の御回答でありました。私も、観光も産業ですので、やっぱりこ

れは地域産業政策として捉えてスタートするべきなんだろうなというふうに思います。ですので、

産業政策ですので、やはり金銭面の成果というものをしっかりとっていくための計画をつくって
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いくべきなんじゃないかなというふうに思います。

何でそういうことを言うかといいますと、昔は農家というのはお勤めにならない家でお米をつ

くったり野菜をつくったりして、そのほかのものでいろんな細工物をしたり作業に出ていったり

といったような、非常に多種多様なお仕事をしながら生活を維持しておられたといったようなも

のがあって、そういうものが昔ながらのつくられてた商品であったり、つくる技能であったり、

日常行っておられた行事とかっていうものが、今、非常にこの体験型観光では価値があるものと

いうふうにみなされてると思うわけです。

そういった伝承されてきたものっていうのはだんだん失われかけてはいるんですが、就業の状

態とかっていうものは一軒一軒の家で見ていくと、昔返りをだんだんこれからしていくんじゃな

いかなという気がします。というのはどういうことかといいますと、御高齢の方だけの家庭がふ

えていくということになると、どこかにお勤めで勤務をしておられる方がいらっしゃらない、昔

でいえば農業で、自宅で農業をしておられたようなそういった収入構造というか、今は年金があ

るのでちょっと違うかもしれませんけれども、そういった家がどんどんふえていってくるという

ことが想像できます。そうすると、そういったお勤めでない御家庭の、１から１０まで全て公的

扶助とかそういうもので見ていければいいんでしょうけれども、やっぱり、生きがい対策にして

も健康対策にしても、自分で働いて自分で収入を得てそこに喜びを感じてということにつながる

のに一番いいのが、この体験型観光ではないのかなというふうな気がします。

そうすると、だんだん廃れて失われかけていってるいろんな伝承、技能とか行事とかそういう

ものの維持とか、そういうこともあわせた格好で見ていかないといけない、ということになると、

なかなかこの観光という名前だけで見て、じゃあ担当は企画ですよとかどこどこの課ですよとか

っていう話にはならないような気がするんですが、そういったこの観光に対する多面的な取り組

みとしてどこがどういうふうに役割を分担していかれるつもりなのか、おおよそのお考えで結構

ですので伺わせていただきたいと思います。

○議長（青砥日出夫君） 副町長、陶山清孝君。

○副町長（陶山 清孝君） 副町長でございます。一番その辺が難しいところだと思います。議員

もおっしゃられたように、私たちが気づかないよさだとか、他の外に住んでおられる方、特に都

市部に住んでおられる方たちを誘客をして、南部町のよさというんですか、その暮らしの中の一

端を味わっていただいて心をリフレッシュしていただいて帰っていただくと。こういう観光とい

っても、少しその身近な、いわゆる今言われてます議員も言われました、グリーンツーリズムの

ようなことを考えてます。
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もうすぐ桜の花が咲きますけれども、町内やこのあたりではただただ歩いてお弁当を食べてだ

けですけれども、実際に本当に外から来られた、例えば、西伯病院がオープンしたときにあの桜

で有名な高知から来て、佐川町から来ていただきまして、驚いておられました。これだけの桜は

生まれて初めて見たと。そういう財産をやはり内輪だけで咲いた咲いたと言ってるだけなんでは

ないかなと思うんです。これを例えばほかのもの、年間を通じた田植えの体験だとか、桜の下の

中でどういう楽しみ方があるのかは、これはいろいろ工夫のしどころなんですけど、そういうの

を観光としてのプロモーターの技術や、それから都会の人たちがどういうニーズを持ってるのか、

私のところにあるものを光るような素材をプロモーターの手を使って都市部に届け、都市部のそ

の観光の専門にする方たちと組み合わせながら、これだったら都会の人たちも１泊２日だとか、

場合によっては２泊３日ぐらいの期間を南部町にある古民家の中で朝日を障子越しに味わうよう

な、そういうものを感じながら楽しんでいただくことがお金になると、私たちはそう思ってるん

です。

そのあたりのところを、ことしが第一歩目として形づくっていこうと思っています。ですから、

ぼやっとしたところしかまだ言えませんけれども、素材はたくさんあるし、先ほど言いました農

業なんかでも、特によく言われました奥山さんところに行って田植えをするだとか、そういう、

ただただそれだけ、私たちから言えばただただそれだけのことに遠くから来て楽しんで帰られる。

そういうことを組み合わせながら、大きな意味の観光ではなくて、今言われましたような、本当

に手の届く範囲の観光からスタートさせたいというぐあいに思っています。

○議長（青砥日出夫君） 景山浩君。

○議員（６番 景山 浩君） 本当は、体験のメニューのこれがどうだあれがどうだとかという

ところを想定していたんですが、なかなかそこまで話が行かないようなので、あんまり突っ込ん

だ話はこれからまた次回、次の次の議会ぐらいでもこのことはずっと聞かせていただこうかなと

いうふうに思います。

本当に田舎のほうで喫茶店か御飯屋さんか何かしておられた方が、農作業のシーズンになると

お客さんで来てる子供たちが田植えをしとるのを物すごく一生懸命、しかも手で植えておるんじ

ゃなくて機械でただ単に植えてるだけなんですけど、それを物すごく興味深く見てるんで、これ

だったら商売になるかもしれんなというんで、そういう簡単な体験をして泊まっていただける民

宿をつくられて、その民宿１軒だけで年間１万人も人が来るとかっていうようなそういった例も

結構報告されてます。本当に売り出し方と商品のまとめ方が命なんだろうなというふうに思いま

すので、そこら辺非常に期待してますし、あんまりほかのことでなかなか期待できるものがない、
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素材がないところで、これはやっぱり南部町として逃すことはできないところだろうなというふ

うに感じております。

それと、目的としては経済政策、経済対策だというふうに言いましたが、商品ですので、もう

一つの目的としては、お客さんがどういったふうに見てどういったふうに感じて、また来たい、

何回も来たいと思っていただけるというところからすると、目的っていうのはお客様の満足を獲

得することだというふうに思いますので、２つの面がある事柄だというふうに思います。そこら

辺も推進体制が観光協会の中のプロモーターさん、それと、事務処理をされる方といったような

体制で進められるということはあるんでしょうけれども、役場としては何を目標にやっていく、

どういった方向でやってほしい、そちらの組織はそちらの組織でやっぱりやりたいことっていう

のがあるんでしょうが、そこら辺のつり合わせというか責任と権限、役割の分担というものをし

っかり明確にして強力に進めていただきたいなというふうに思います。よろしくお願いします。

それでは次に、通学路の関係です。１８カ所のふぐあい箇所、危険箇所があって、全ての箇所

で措置がなされているという御答弁をいただきました。なかなか今まで、私もＰＴＡの役員とか

議員になってからも結構なります。最初のころはよく通学路のことなんかも一般質問させていた

だいておりましたが、なかなか難しいですという答弁がかなり多くて、全ての箇所で措置済みっ

ていうことに本当に随分変わったんだなというふうには思いますが、議会で出しております要望

の法勝寺川土手、それと天萬庁舎の付近のこの２カ所については答弁もいただいておりますが、

どちらともなかなか難しいという議会への返答をいただいております。もう一度伺いますが、ど

ちらともなかなか難しいで変わりありませんでしょうか。

○議長（青砥日出夫君） 教育次長、板持照明君。

○教育次長（板持 照明君） 教育次長でございます。２点ほど、法勝寺川の防犯灯の設置と、天

萬の駐在所前の町道が狭く危険であるということの御要望をいただいておりまして、法勝寺川土

手の防犯灯につきましては、数年前、もう何年も前からどうも御要望もいただいてるようであり

ます。河川事務所の関係との協議がなかなか進まないっていうこともありますけども、ただ、川

土手を堤を構わずに盛り土をして、盛り土をした上に防犯灯をつけるっていうのは可能であるん

ではないかなというふうには考えますが、それもまたそれだけ予算がふえますし、そういう予算

的に制約を受けますので一遍になかなかできないっていうところもあります。

主に法勝寺川土手のほうは、法勝寺中学校の生徒が自転車通学で登下校通っておるんですけど

も、夕方暗くなってから防犯上非常に危険だというところで、学校のほうでも１人で帰らないよ

うに何人かで一緒に明るい道を通って、特に川土手に限らず、国道の歩道のあるところを通って
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帰るようにっていう指導も時期的に冬季、冬の間になればその辺は臨機応変に学校のほうでも対

応をしていただいていると思っております。

天萬駐在所のほうですけども、通学路の関係はどうも学校のほうで狭い場所を通らない格好で

天萬庁舎の中を通って登下校をするように変更になったようです、学校のほうで通学路を変更し

たようですけども、なかなか道路幅につきましては、両側に家屋もありますので御要望にすぐに

お応えするっていうふうにはならないっていうのが現状であります。以上です。

○議長（青砥日出夫君） 景山浩君。

○議員（６番 景山 浩君） １８カ所はオーケーでしたけど、なかなかこの２カ所については

難しいというお答えのようですが、法勝寺川の土手の防犯灯にしましても確かに高いかもしれま

せんね。穴をあけてぽんとポールを立てて照明灯をつけるのではなくて、盛り土をしてというこ

とになると風が吹いても倒れないようなしっかりしたものをつくらないといけないと。ただ、こ

の話は多分もう２０年、３０年ぐらい前から出てますので、年間１基ずつつけていってももう大

分前に整備になってる話だろうというふうに思います。

それと、当たり前の道路の街灯の格好でつけることができないというふうになれば、全然別の

格好での照明灯、街灯の設置ということも当然検討していかないといけないと思うんですよ、現

状も危険な場所であるわけですので。先ほどの回答ではなかなかするとかっていう話が非常に言

葉を選んだ答弁だったと思うんですが、その一つずつでもつけるとか新しい別の方法を考えると

いったようなことが可能ではないかなと思うんですが、再度いかがでしょうか。

○議長（青砥日出夫君） 教育長、永江多輝夫君。

○教育長（永江多輝夫君） 教育長でございます。すかっとした話にならなくて申しわけございま

せん。

法勝寺川土手に関しましては、私も教育長になりましてから何回かいろんな形で御要望をいた

だき、その都度研究をしたりしながらなかなかいいまたお答えもできないというのが正直残念な

気持ちがしております。ただ、このたび議員さんのほうで御質問をいただく中で、何かあったら

動いたということだけは絶対に避けないけんなというのを改めて感じさせていただきました。通

学路という側面もありましょうし、いろいろな確度からこの川土手の問題は考えられると思いま

すので、少しまた引き続き研究をさせていただいて、さまざまな角度から工夫ができたらなと思

いますので、また議員さんのほうの、こげなアイデアもああへんかやみたいなことがあれば、ぜ

ひお力添えをいただけたらというぐあいに思います。

天萬駐在さんのところは御承知のように、大変とにかく狭いし民家がございますから、できる
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っちゃあおかしいんだけど緑の線を引くとかってなことも話はあるんだそうですけれども、ほん

ならそれで大丈夫かって言われると非常にちょっと悩ましいところがあります。要は、少々遠回

りになったりしても、やっぱり、より安全な道をきちっと通学路として指定を子供たちにしてや

るいうことが大事だろうと思っています。民家移転や何かが一気にできるんならそれはそれかも

しれませんけれど、あそこのエリアについて、やはり少し遠回りになってもより安全な通学路の

変更という形での対応が望ましいのかなと思います。おじいちゃん、おばあちゃんがそこ歩いて

おられても、私もあすこよく通るもんですから、やはり非常に危ないっていうところがあります。

あれから広げられないとするならば難しいのかなというぐあいに印象を持っています。以上です。

○議長（青砥日出夫君） 景山浩君。

○議員（６番 景山 浩君） ぜひ、新たな方策を考えていただきたいですし、新たな方策がな

かなか難しいというのであれば、監督官庁のほうからこれだったらいいよって言われることで、

それこそ遠大な計画になるかもしれませんけれども、まず取りかかることが必要なんではないか

なというふうに思います。

それと、天萬庁舎のところは通学路を変更されるということで、それはそれで安全のことを考

えれば安全な道があるのであればそちらのほうに変えたほうが私もいいと思います。いいと思う

んですけども、ああいった狭い場所で当たり前に車がすれ違うこと自体もちょっと怖いような場

所っていうのは、登下校以外に子供が通ることだけではなくって、地元の皆さんが自転車で、あ

るいは徒歩で、もしかしたら猫車でといったように、通られるときのことも考えると改善例って

いうのが出てますよね。それこそ先ほど教育長が言われた、無理やり歩道部分というのをがばん

ともうとっちゃうと、車が優先なのか歩行者や自転車に乗ってる方が優先なのかっていったら、

もうこれは多分ほとんど歩行者、自転車を優先にして、車のほうを支障があるんだったらちょっ

と待っときなさいよ、のろのろで行きなさいよっていう考え方だと思うんです。でも、歩車道ブ

ロックで完全に仕切ってしまうとかというわけではなくて、ライン分けをするんであれば、すれ

違うときは少々そのラインを越えても別に構わないでしょうし、１キロも２キロもの間がそうい

うすれ違いが大変だったり歩行者を最優先みたいなことになるわけでもないとするならば、地元

の了解さえとれれば、やっぱりそういう道路の歩車の区分変え、そういったようなことも、これ

は公安委員会っていうんですかね、警察のほうとも話をされないといけないことかもしれません

けれども、これは通学路であるなしにかかわらずやっていただきたいなというふうに思いますが、

いかがなもんでしょうか。

○議長（青砥日出夫君） 建設課長、頼田泰史君。
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○建設課長（頼田 泰史君） 建設課長でございます。天萬の駐在所の前につきましては、実は去

年、舗装補修をした関連で、植樹祭の前に舗装の補修をいたしましたので、それと一緒に一応地

元のほうの要望もお聞きしておりましたので、外側線、外側にある線の駐在所側なんですけども、

少し広い形にして、子供たちがその白線の外側っていいますかね、そこを通学できるようにとい

う格好には変えております。地元の要望は、カラー舗装をして、よりきちんと歩行スペースを明

示してくれということだったんですけども、実はカラー舗装といいますのは非常に単価が高くご

ざいましてなかなかできないものですから、一応子供さんが歩かれるスペース用にということで、

普通ですと白線を寄せてでも５０センチ程度ですね、ですから線の幅がありますので歩くスペー

スとしては三、四十センチしかないんですけども、改善したところは歩く幅としては７０センチ

程度を通ると、十分１人は通れるよという幅を確保させていただいて。ただ、議員が言われます

ように、線でございますので車両は幾らでも入れるわけですけども、一応そういうことで、ここ

は子供が通るんだよということ明示したつもりでおります。

それから、宣伝がましくて済みませんけども、県の要望のほうには一応、いろんな道路改良事

業とは別枠として安全施設の要望というのがございます。これはそういう線とか横断歩道とか信

号とかというものとは違いまして、主には歩道を設置してくださいという格好の要望をしてるわ

けでございますけども、その中で、二、三、具体的に動いてるものがございますので紹介をさせ

てやってください。

御存じかと思いますけど、阿賀の大国橋のところを工事をしておりますけども、あれにはもち

ろん歩道がついておりますが、それから、原側といいますか猪小路にかけての区間、ルーラルタ

ウンまでの区間が歩道がないということで、これも随分前から要望をいただいてた課題でござい

ますけども、これは一応、県のほうで測量のほうに入っていただくようになりました。

それから、これも懸案の課題だったんですけど、会見地区の天萬のバイパスにも歩道をつけて

くれって、これも随分前から要望してる話題なんですけども。これは、全部ということにはちょ

っとならなかったんですけども、福里側から旧の農協のスタンドがあったところ、安藤さんとこ

ろの横のあたりまでですけども、そこから中学生は曲がって町道のほうに入りますので、そこま

での間は、一応、歩道を考えようということで、まだ具体的に測量なんかのことにはなってない

ようですけどもそういうお話を聞いております。

それからもう一つは、旧の国道に今度なる、今度町道になる部分なんですけども、柏尾地内が

非常に狭くて、歩道もあるわけですけどもちょっと何かこうでこぼこした歩道でして、非常に通

りにくいということをお聞きしておりまして、これも要望をいただいておりました反対側の側溝
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のところにふたをかけてくれんかと、せめてそこを子供たちが安全に通れるようにという意図の

要望をお聞きしておりまして、これもどうも今の関連ということで、ふたかける工事を県のほう

がやってくれかけているようでございます。

それからそれと一緒に、東西町のところで歩道の一角がえらく狭くなってる、言ってみればふ

たがないところがぼんとありまして、これもどうも直してくれるんじゃないかというふうに思っ

ております。

それから、舗装関連なんですけども、坂根と境のところの舗装が非常に悪くなったところは、

実は歩道をつけてくださいという要望をしたんですけども町のほうは、ただ、地元と県との協議

のほうで、やっぱり車道のほうを優先したいので歩道よりは舗装を直して２車線を確保してくだ

さいということに落ちついたようなんですけども。そういうようなことで、要望した箇所につい

て少しずつですけども県のほうも考えていただいて、より安全に通学できるように頑張ってくれ

てるようでございますので紹介させていただきます。

○議長（青砥日出夫君） 景山浩君。

○議員（６番 景山 浩君） どうもありがとうございました。

今までなかなかハード面、施設に関することは、要望をしても取り上げていただきにくい、い

ただけないことが非常に多かったのですが、きょうはかなりまとまって改善が進むといったよう

なことを聞きまして、非常に喜んでおります。あとは法勝寺川の土手かなというふうに思ってお

りますので、議員サイドから何か提案でもないのかということもありましたが、盛り土をすると

なると高いポールを立ててやるというのは強度の問題からとっても大変なんだろうなと。防犯効

果がどれくらい下がっちゃうのかわからないですけれども、足元灯みたいなのが都会のほうは特

によくあります。ああいったものでもとりあえずつけていただくことができれば実施を早急に検

討していただきたいなというふうに思いますので、よろしくお願いをいたします。

それでは、とても前向きな答弁をいただきましてありがとうございました。これで私の一般質

問を終わらせていただきます。ありがとうございました。

○議長（青砥日出夫君） 以上で、６番、景山浩君の質問を終わります。

これをもちまして、本日の予定しておりました一般質問は終わります。

⋞ ⋞

○議長（青砥日出夫君） 以上をもちまして本日の日程の全部を終了いたしました。

これをもって本日の会を閉じたいと思いますが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
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○議長（青砥日出夫君） 御異議なしと認めます。よって、本日の会議はこれをもって散会といた

します。

明日７日も定刻より本会議を持ちまして、引き続き一般質問を行う予定でありますので、御参

集をお願いをいたします。御苦労さんでした。

午後４時０５分散会
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